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浜田事業承継サポート窓口

１月に供用を開始した浜田港福井
埠頭のガントリークレーン

浜田開府400年祭記念事業
ロゴマーク

浜田の夜神楽週末公演

就職情報ウェブサイト
「働こう＠浜田」

広報はまだ：平成広報はまだ：平成

①
浜
田
港
の
整
備

昨
年
、
山
陰
自
動
車
道
と
浜
田
港

を
結
ぶ
臨
港
道
路
福
井
４
号
線
が
開

通
し
、
１
月
９
日
に
は
、
島
根
県
が

整
備
し
た
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が

供
用
開
始
す
る
な
ど
、
浜
田
港
の
機

能
強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
港
湾
計
画
に
基
づ
き
、
浜
田
港

の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
へ
働
き
か
け
ま
す
。

①
浜
田
開
府
四
百
年
事
業

て
様
々
な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
流
都
市
や
団
体
と
の
こ
れ
ま
で
の

ご
縁
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
開
府

四
百
年
祭
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

②
石
見
神
楽
の
魅
力
発
信

石
見
神
楽
の
日
本
遺
産
認
定
を
目

指
し
、
１
月
に
石
見
９
市
町
連
名
で

文
化
庁
に
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
の
「
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

の
開
催
期
間
中
に
、
東
京
都
内
で
公

演
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
働
き

か
け
ま
す
。

①
企
業
誘
致

課
題
と
な
っ
て
い
る
用
地
不
足
を

①
事
業
承
継

市
内
事
業
者
の
相
談
窓
口
「
浜
田

事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を
、
昨

年
５
月
に
浜
田
商
工
会
議
所
と
石
央

商
工
会
に
開
設
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
、
後
継
者
不
在
の
事
業
所
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
久
保
田
章
市
市
長
は
、
平
成
31
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
の
開
会

に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の

整
備　

ま
き
網
用
の
７
号
荷
さ
ば
き
所
の

建
設
工
事
を
着
実
に
進
め
ま
す
。
併

せ
て
、
沖
合
底
曳
網
用
の
４
号
荷
さ

ば
き
所
の
整
備
に
向
け
、
設
計
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

②
浜
田
漁
港
エ
リ
ア
の
活
性
化

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
は
、
し
ま

ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
の
購
入
依
頼
に
よ

り
、
移
転
先
と
し
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
水
産

業
関
係
者
な
ど
で
構
成
す
る
検
討
委

員
会
で
、
浜
田
漁
港
エ
リ
ア
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
協
議
し
、
そ
の
意
見
を

参
考
に
、
賑に

ぎ

わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と

①
農
業
振
興

浜
田
の
顔
と
な
る
「
大
粒
ぶ
ど

う
」、「
赤
梨
」、「
西
条
柿
」
の
３
つ

の
振
興
作
物
の
振
興
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

②
農
地
の
利
活
用
と
集
落
ぐ
る
み
で

の
地
域
農
業
の
推
進

し
て
整
備
し
ま
す
。

瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
の
活
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
な
水
産
加
工
事
業

の
核
と
な
る
企
業
は
、
現
時
点
で
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
陸
上
養
殖

に
つ
い
て
興
味
を
お
持
ち
の
企
業
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
い
て
対
応
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

③
水
産
物
の
魚
価
向
上
と
販
路
拡
大

「
山
陰
浜
田
港
」
の
認
知
度
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、「
浜
田
港
四
季

の
お
魚
」
や
「
沖
獲
れ
一
番
」、「
ど

ん
ち
っ
ち
三
魚
」
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開

を
推
進
し
ま
す
。

本
任
期
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
１

に「
産
業
振
興
と
中
小
事
業
者
支
援
」、

第
２
に
「
少
子
化
対
策
と
子
育
て

支
援
」、
第
３
に
「
福
祉
の
充
実
と

市
民
負
担
の
軽
減
」、
第
４
に
「
ふ

る
さ
と
郷
育
と
歴
史
文
化
の
継
承
」、

第
５
に
「
中
山
間
地
域
の
諸
課
題
へ

の
対
応
」、
第
６
に「
防
災
・
減
災
対

策
」、
第
７
に「
行
財
政
改
革
」の
７

つ
を
重
点
政
策
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
開
府
四
百
年
に
向

け
た
取
組
」、「
自
治
区
制
度
」、「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
応
」、「
観
光
に
お
け
る
広
域
連

携
」
の
４
つ
を
、
重
要
事
項
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

加
え
て
、
本
年
は
、
浜
田
開
府
四

百
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
浜
田

の
歴
史
や
文
化
を
振
り
返
り
、
郷
土

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
高
め
、
次
の
百

年
を
担
う
世
代
に
継
承
で
き
る
よ
う
、

全
市
を
挙
げ
て
盛
り
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
31
年
度
の
施
策

に
つ
い
て
、
主
な
事
項
を
説
明
し
ま

す
。

畦
畔
の
草
刈
作
業
を
軽
減
す
る
た

め
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
の
吹
付

け
面
積
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

集
落
営
農
の
組
織
化
・
法
人
化
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、

ふ
る
さ
と
農
業
研
修
生
の
受
入
れ
を

増
や
し
、
農
業
委
員
会
や
農
地
中
間

管
理
機
構
と
連
携
し
、
担
い
手
の
確

保
や
農
地
の
保
全
を
推
進
し
ま
す
。

③
有
害
鳥
獣
対
策

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
対
す
る
広
域
的

な
防
護
柵
の
設
置
に
取
り
組
む
な
ど
、

効
果
的
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

④
畜
産
振
興

三
隅
町
に
進
出
す
る
畜
産
法
人
が

４
月
に
牧
場
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、

優
良
乳
用
牛
導
入
に
対
す
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

⑤
大
規
模
農
業
の
推
進

「
元
谷
団
地
」
に
進
出
し
た
ト
マ

ト
生
産
法
人
が
、
昨
年
10
月
に
初
出

荷
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
本
格

出
荷
す
る
予
定
で
あ
り
、
市
の
新
た

な
主
要
農
産
物
と
な
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

②
浜
田
産
品
の
販
路
拡
大

新
規
開
拓
先
の
確
保
に
取
り
組
み
、

昨
年
末
に
は
大
阪
で
、
山
陰
浜
田
港

で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
を
主
体
と

す
る
飲
食
店
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
関
東
や
関

西
、
山
陽
方
面
に
加
え
、
海
外
へ
の

販
路
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

③
ふ
る
さ
と
寄
附

国
の
指
導
に
よ
り
返
礼
品
が
全
国

一
律
の
条
件
に
統
一
さ
れ
、
自
治
体

間
の
競
争
条
件
が
整
い
ま
す
の
で
、

市
内
事
業
者
と
一
緒
に
な
っ
て
、
更

な
る
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
商
店
街
の
活
性
化

県
立
大
学
生
や
商
店
街
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
、「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
昼
市
」

を
開
催
し
ま
す
。

②
港
の
賑
わ
い
創
出
と
地
域
経
済
の

活
性
化

１
月
15
日
か
ら
、
新
た
な
船
会
社

に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
船
の
寄
港
が
始
ま

り
、
韓
国
釜
山
港
と
の
週
２
便
化
が

実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
２

回
、
外
国
船
籍
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
客

船
「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」

が
寄
港
し
ま
す
。
今
後
も
島
根
県
や

周
辺
市
町
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て

受
入
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

石
見
神
楽
が
１
番
の
誘
客
手
段
に

な
り
得
る
と
の
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
石
見
神
楽
を
活
用
す
る

戦
略
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
萩
・
石
見
空
港
の
利
用
促
進

地
元
中
学
校
の
修
学
旅
行
で
の
利

用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自

の
補
助
事
業
も
活
用
し
な
が
ら
、
首

解
消
す
る
た
め
、
用
地
の
先
行
取
得

に
着
手
し
ま
す
。

②
雇
用
の
確
保

昨
年
開
設
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
働
こ
う
＠
浜
田
」
に
、
地
元
企
業

の
情
報
を
掲
載
し
、
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
大
学
生
な
ど
に

向
け
た
、
地
元
企
業
の
魅
力
や
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
に
関
す
る
情
報
を
、
大
手

動
画
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
し
ま

す
。

③
販
路
開
拓

昨
年
４
月
に
広
島
市
場
開
拓
室
と

広
島
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
広

島
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
販
路
開
拓
や
企
業
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。

⑥
林
業
振
興

儲
か
る
林
業
を
更
に
進
め
る
た
め
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森
林

整
備
と
集
約
化
を
進
め
、
浜
田
市
産

木
材
の
利
用
促
進
、
林
業
従
事
者
の

人
材
育
成
、
森
林
環
境
教
育
に
努
め

ま
す
。

４
月
の
「
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ

り
」
の
大
名
行
列
、
６
月
の
「
開

運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の
公
開
収

録
、
８
月
の
「
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ

り
」
の
花
火
大
会
、10
月
に
は
、「
浜

田
開
府
四
百
年
祭
記
念
式
典
」
と
市

民
参
加
に
よ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
上
演
、
来
年
３
月
に
は
「
（
仮

称
）
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

浜
田
」
の
開
催
な
ど
、
１
年
を
通
じ

都
圏
か
ら
の
観
光
誘
致
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

浜
田
港
を
活い

か
し
た産業

振
興

観
光
・
交
流
の
推
進

企
業
立
地
と
雇
用
の
確
保

商
工
業
の
振
興

１
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

雇
用
を
つ
く
る
ま
ち

水
産
業
の
振
興

７
つ
の「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」

農
林
業
の
振
興

住
み
た
い　
住
ん
で
よ
か
っ
た　
魅
力
い
っ
ぱ
い　
元
気
な
浜
田　
　
〜　
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち　
〜

平
成
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年
度
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介護予防体操「いきいき百歳体操」敬老福祉乗車券君市踏切

新たに更新する耐震管路

子育て支援センターすくすく

①
水
道
事
業
の
統
合
に
伴
う
水
道
料

金
の
改
定
と
水
道
施
設
の
更
新

昨
年
４
月
に
簡
易
水
道
事
業
を
上

水
道
事
業
へ
統
合
し
、
平
成
32
年
10

月
か
ら
の
市
内
全
域
の
水
道
料
金
統

一
へ
向
け
、
段
階
的
な
料
金
改
定
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
料
金
改
定

で
は
、
３
年
の
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
極
力

軽
減
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
管
路
及

び
施
設
全
体
の
更
新
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
特
に
、
市
街
地
の
管
路
更
新

は
、
３
か
年
を
集
中
整
備
期
間
と
し

て
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化
を
実
施
し

ま
す
。

平
成
32
年
度
か
ら
平
成
41
年
度
ま

で
を
期
間
と
す
る
環
境
部
門
の
最
上

位
計
画
の
「
浜
田
市
環
境
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計

画
を
一
本
化
し
、
３
月
に
、「
浜
田

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
、
平

成
31
年
度
か
ら
平
成
42
年
度
で
、
市

民
、
事
業
者
、
各
種
団
体
と
連
携
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

昨
年
４
月
か
ら
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
か

ら
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
ご
み

分
別
が
簡
単
に
な
っ
た
と
、
好
評
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
み
分
別
に
よ
る
資
源
化
、
減

量
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

君
市
踏
切
の
改
良
は
、
踏
切
の
位

置
を
浜
田
駅
側
に
約
40
メ
ー
ト
ル
移

設
し
て
拡
幅
し
、
併
せ
て
浜
田
駅
南

北
地
区
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
委
託
工
事
、
踏
切
北

側
の
道
路
工
事
に
着
手
し
、
平
成
33

年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

新
た
に
策
定
し
た
「
第
二
次
浜
田

市
地
域
公
共
交
通
再
編
計
画
」
に
基

づ
き
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
公

共
交
通
体
系
の
再
構
築
に
取
り
組
み

ま
す
。

好
評
の
「
敬
老
乗
車
券
交
付
事

業
」
は
、
福
祉
施
策
と
の
融
合
や
、

中
山
間
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
へ
の

購
入
上
限
の
上
乗
せ
な
ど
、
制
度
の

更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

山
陰
道
・
三
隅
益
田
道
路
の
早
期

完
成
を
、
引
き
続
き
国
へ
要
望
し
ま

す
。浜

田
道
は
、
大
朝
〜
旭
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
が
「
チ
ェ
ー
ン
規
制
区

間
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

気
象
庁
が
特
別
警
報
や
緊
急
発
表
を

す
る
よ
う
な
豪
雪
が
予
想
さ
れ
る
際

に
発
動
さ
れ
ま
す
が
、
風
評
被
害
に

よ
る
利
用
者
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
抜
本
的
な
解
決
策
で
あ
る
４
車

線
化
を
、
国
へ
強
く
要
望
し
ま
す
。

①
浜
田
城
周
辺
整
備

10
月
ま
で
に
城
山
公
園
整
備
の
完

了
を
目
指
し
、
本
年
度
中
に
は
、
進

入
路
整
備
工
事
を
含
む
全
て
の
整
備

を
完
了
し
ま
す
。

御
便
殿
は
、
浜
田
城
・
北
前
船
関

係
展
示
紹
介
施
設
と
し
て
、
名
称
を

「
浜
田
城
資
料
館
」
と
し
て
、
10
月

の
開
館
を
目
指
し
ま
す
。

②
（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資
料
館

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
必
要
性

や
、
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
場
所
、

建
設
費
や
運
営
費
な
ど
を
検
討
し
、

秋
頃
ま
で
に
一
定
の
方
向
性
を
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

「
浜
田
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
的
扱
い
を

無
く
す
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
の
外
出
支
援
を

目
的
と
し
た
「
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

等
利
用
助
成
」の
バ
ス
券・タ
ク
シ
ー

券
は
、「
敬
老
乗
車
券
」
と
統
合
し
、

助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

②
地
域
福
祉
の
充
実

仕
事
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の

相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
夏
の
暑
さ

対
策
と
し
て
、
本
年
度
中
に
、
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
す

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

「
は
ま
だ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

と
連
携
し
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
し
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
活

用
を
図
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正
な
配
置
及
び

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
浜
田
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま

え
、
具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。
特
に
、

浜
田
市
東
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、

県
立
施
設
誘
致
の
可
能
性
を
探
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
、

財
政
面
も
考
慮
し
、
計
画
を
検
討
し

ま
す
。

①
医
療
体
制
の
充
実

将
来
の
医
療
を
担
う
人
材
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
に
、
中
高
生
と
、
医

学
生
、看
護
学
生
、医
療
従
事
者
と
の

交
流
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
診
療
所

に
お
け
る
研
修
医
の
受
入
れ
を
推
進

し
ま
す
。

新
た
に
、
浜
田
市
医
師
会
と
浜
田

医
療
セ
ン
タ
ー
に
医
療
従
事
者
の
た

め
の
宿
舎
を
無
償
で
貸
与
す
る
な
ど
、

医
療
従
事
者
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。

②
健
康
づ
く
り
の
推
進

市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
、「
は

ま
だ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。
一
日
８
千
歩
を
目
標
に
、

歩
こ
う
運
動
を
盛
り
上
げ
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
介
護
予
防
、
心
の
健

①
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
の
推
進

サ
ロ
ン
な
ど
の
「
通
い
の
場
」
を

増
や
し
、
体
操
な
ど
の
軽
運
動
の
普

及
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
通
じ
て
、
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
を
進
め
、
認
知
症
を
早
期

に
発
見
し
、
速
や
か
に
適
切
な
医
療
、

介
護
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組
を
進

め
ま
す
。

高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
は
、

市
民
後
見
人
養
成
研
修
に
よ
る
人
材

育
成
や
市
民
講
座
な
ど
に
よ
る
周
知

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
情
報
周
知
手
段
の
充
実

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
の

増
設
の
ほ
か
、
市
内
の
河
川
５
か
所

に
新
た
に
設
置
し
た
監
視
カ
メ
ラ
の

映
像
配
信
な
ど
、
充
実
に
努
め
ま
す
。

②
地
震
津
波
対
策

新
し
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

全
世
帯
に
配
布
し
、
防
災
講
座
な
ど

を
通
じ
て
周
知
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

③
土
砂
災
害
対
策

４
月
に
島
根
県
が
、
本
市
の
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
、「
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
」
を
指
定
し
ま
す
の
で
、
市
民
へ

の
周
知
を
図
り
、
併
せ
て
、
区
域
内

で
の
住
宅
補
強
に
対
し
、
新
た
な
補

助
事
業
を
創
設
し
ま
す
。　

④
地
域
防
災
力
の
向
上

新
た
に
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
」
を
立
ち
上
げ
、
自
主
防
災
組

織
の
未
整
備
地
区
に
対
し
て
、
活
動

支
援
や
助
成
を
行
い
ま
す
。

②
子
ど
も
医
療
費
助
成

昨
年
10
月
か
ら
、
就
学
前
児
童
の

医
療
費
を
無
料
に
し
ま
し
た
。
本
年

10
月
か
ら
は
、
国
に
お
い
て
、
保
育

料
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
国
の
支
援
策
も
活
用
し
つ

つ
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援

産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生
児
へ
の

虐
待
予
防
な
ど
を
図
る
観
点
か
ら
、

新
た
に
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産

婦
に
対
す
る
健
康
診
査
費
用
の
助
成

を
実
施
し
ま
す
。

産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
母
子

に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

敬
老
入
浴
券
贈
呈
事
業
は
、
健
康

維
持
・
増
進
の
た
め
、
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

①
子
育
て
環
境
の
施
設
整
備

保
育
所
業
務
と
幼
稚
園
業
務
の
一

元
的
な
管
理
を
行
い
、
子
育
て
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
、
次
期
「
浜
田
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

策
定
の
た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
専
門
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

の
部
会
で
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く
」
の
建
替
え
場
所
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
建
設
地
を
決
定
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

浜
田
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
浜
田

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
の
建
替
え
に

併
せ
て
広
場
の
面
積
を
広
げ
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
及
び
一
般
乗
降
場

所
の
再
配
置
や
交
差
点
の
形
状
変
更

を
行
う
も
の
で
す
。
用
地
取
得
と
広

場
整
備
工
事
に
取
り
組
み
、
本
年
度

内
の
工
事
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

②
下
水
道
事
業
の
推
進

駅
前
周
辺
地
区
を
最
優
先
と
し
て
、

平
成
32
年
度
の
事
業
着
手
に
向
け
、

都
市
計
画
決
定
や
事
業
認
可
の
準
備

を
進
め
ま
す
。

康
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

６
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

環
境
保
全
と
快
適
な
住
環

境
づ
く
り
の
推
進

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

循
環
型
社
会
の
構
築

４
自
然
環
境
を
守
り

活い

か
す
ま
ち

道
路
網
の
整
備

公
共
交
通
の
充
実

浜
田
駅
周
辺
の
整
備

５
生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

障
が
い
者
福
祉
と

地
域
福
祉
の
充
実

学
校
教
育
施
設
の
充
実

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

文
化
・
歴
史
教
育
の
環
境

整
備

3
夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す
る

人
を
育
む
ま
ち

医
療
体
制
の
充
実
と

健
康
づ
く
り
の
推
進

高
齢
者
福
祉
の
充
実

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り

２
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
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元谷団地

第１回秘境奥島根やさかウルトラ
マラニックin浜田

石州和紙のふるさと学習
「楮そぞり」作業

防犯カメラ増設プロジェクト
補助金交付式

坂本米の試食販売

本
市
は
、
島
根
県
西
部
の
中
核
都

市
で
す
。
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、

島
根
県
の
協
力
や
近
隣
市
町
と
の
連

携
を
深
め
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題

の
解
決
に
努
め
、「
元
気
な
浜
田
」

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

①
石
州
和
紙
や
西
条
柿
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興

石
州
和
紙
は
、
技
術
の
継
承
や
後

継
者
の
確
保
、
原
紙
・
加
工
品
の
販

売
開
拓
、
用
途
拡
大
に
向
け
て
、
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
原

材
料
の
「
楮
」
の
生
産
の
維
持
拡
大

に
努
め
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
か

ら
10
年
目
を
迎
え
る
た
め
、
石
州
和

紙
会
館
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
収

蔵
し
て
い
る
昔
の
和
紙
道
具
を
展
示

し
、
石
州
和
紙
の
歴
史
や
魅
力
の
発

信
に
努
め
ま
す
。

定
員
適
正
化
計
画
の
着
実
な
実
行

と
、
事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
踏
ま

え
た
、
業
務
の
削
減
や
効
率
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

「
関
連
施
設
支
援
室
」
を
設
置
し
、

「
地
方
公
社
等
に
関
す
る
指
針
」
の

見
直
し
や
、
市
が
大
き
く
関
与
す
る

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
施
設
の
経
営

改
善
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
浜
田
市
市
有
財
産
売
却

計
画
」
に
基
づ
き
、
遊
休
財
産
の
売

却
を
進
め
ま
す
。

「
中
山
間
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
、
本
年
度

は
、
特
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
、
移
動
手
段
の
確
保
支
援
、
地

域
の
草
刈
り
負
担
軽
減
の
３
つ
の

テ
ー
マ
の
対
策
を
進
め
ま
す
。

現
在
、
方
針
の
た
た
き
台
を
も
と

に
、
地
域
か
ら
の
意
見
を
伺
い
、
最

終
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
９
月
議

会
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
な
制
度
と
な
る
よ

う
、
努
め
ま
す
。

国
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
が
進

む
中
、
総
合
振
興
計
画
及
び
総
合
戦

略
に
沿
っ
て
、
主
要
事
業
の
予
算
の

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
引
き
続
き
、

浜
田
駅
周
辺
整
備
事
業
や
高
度
衛
生

管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
は
ま
だ
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
ほ
か
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
後
継
者
等

人
材
育
成
事
業
、
地
域
産
業
担
い
手

育
成
事
業
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

一
方
で
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
効
果
額
を
踏
ま
え
つ

つ
、
事
務
事
業
評
価
結
果
も
反
映
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
額

は
３
８
７
億
３
千
万
円
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
７
億
２

千
万
円
の
減
、
率
に
し
て
１
．
８
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
行
財
政
改
革
の
取
組
を

加
速
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
責

任
あ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
実

現
し
ま
す
。

①
農
業
生
産
と
加
工

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
の
吹
付
け

な
ど
農
作
業
の
省
力
化
を
進
め
ま
す
。

「
弥
栄
野
菜
生
産
者
協
議
会
」
を

中
心
に
、
有
機
野
菜
の
生
産
拡
大
や

省
力
化
に
向
け
た
共
同
出
荷
へ
の
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

「
米
」、「
野
菜
」、「
椎
茸
」
を
中

心
に
、
農
産
品
の
６
次
産
業
化
を
推

進
し
、
イ
ノ
シ
シ
肉
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
中
心
に
販
路
拡
大
を
図

り
ま
す
。

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

昨
年
、
台
風
の
た
め
中
止
し
た
ウ

ル
ト
ラ
マ
ラ
ニ
ッ
ク
を
、
本
年
、
２

回
目
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

①
農
地
保
全
と
農
業
振
興

将
来
に
わ
た
る
、
集
落
ぐ
る
み
で

守
る
べ
き
農
地
の
明
確
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

組
合
せ
作
物
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

栽
培
を
推
進
し
て
、
農
業
振
興
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
１
月
に
設
立
し

た
農
事
組
合
法
人
に
よ
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
米
「
坂
本
米
」
の
生
産
拡
大
支

援
に
取
り
組
み
、
儲
か
る
農
業
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

①
農
業
振
興

新
開
や
元
谷
の
大
規
模
営
農
団
地

へ
の
企
業
参
入
を
支
援
し
、
新
た
な

新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
拡
大

す
る
地
域
農
業
の
諸
課
題
に
対
し
、

「
地
域
提
案
型
農
業
総
合
対
策
事

業
」
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

組
織
化
や
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
は
、
課

題
解
決
特
別
事
業
の
交
付
金
の
上
限

の
引
上
げ
な
ど
、
一
部
見
直
し
を
行

い
、
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

定
住
相
談
員
を
中
心
に
、
相
談
機

能
を
強
化
し
、「
浜
田
ｄ
ｅ
し
ご
と

合
宿
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」
で

の
就
職
支
援
な
ど
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
就
労
人
材

育
成
事
業
で
は
、
全
国
の
ひ
と
り
親

移
住
支
援
に
取
り
組
む
自
治
体
と
連

携
し
、
就
労
人
材
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
な
定
住
が
期
待
で

き
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
積
極
的

な
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
域
系
に
特
化
し
た
学
部
・
学
科

増
設
の
要
望
は
、
昨
年
10
月
に
島
根

県
議
会
に
お
い
て
要
望
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
た
中
期
目
標
が
可
決
さ
れ
、

現
在
は
平
成
33
年
度
の
学
部
改
編
に

向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
浜
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

基
本
計
画
」、「
浜
田
市
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
尊
重
の
意
識
を
持
っ
て

行
動
で
き
る
社
会
の
実
現
と
、
男
女

そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

三
隅
発
電
所
２
号
機
の
建
設
工
事

が
開
始
さ
れ
、
管
内
人
口
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
西
部
消
防
署
を
２

係
体
制
に
し
、
浜
田
消
防
署
へ
救
助

係
を
新
設
す
る
な
ど
、
出
動
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

救
急
出
動
件
数
が
２
年
連
続
で
３

千
件
を
超
え
る
中
、
救
急
隊
員
の
資

質
向
上
、
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
認
定
制
度
の
推
進
や
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

７
月
に
は
島
根
県
消
防
操
法
大
会

が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
、
消
防
団
員
の
入
団
促
進
や

活
動
の
機
運
向
上
に
努
め
ま
す
。

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

山
陽
方
面
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る

旭
温
泉
の
活
性
化
に
重
点
を
置
き
、

温
泉
組
合
と
連
携
し
、
地
元
食
材
、

石
見
神
楽
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
体
験

宿
泊
型
パ
ッ
ク
に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
「
防
犯
カ

メ
ラ
増
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
み
、
全
国
か
ら
目
標
金
額
を
上
回

る
寄
附
を
頂
き
、
当
初
の
予
定
を
大

き
く
上
回
る
26
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
地

元
要
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、
地
域
づ

く
り
振
興
事
業
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に

追
加
し
、
更
な
る
設
置
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
引
き
続
き
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
や
生
活
路
線
バ
ス
な
ど
へ
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
進
め
、
防

犯
対
策
に
も
役
立
て
ま
す
。

厚
木
基
地
か
ら
岩
国
基
地
へ
の
艦

載
機
移
駐
が
完
了
し
、
騒
音
被
害
が

増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

西
条
柿
は
、
整
備
し
た
灌
水
施
設

な
ど
を
活
用
し
、
品
質
の
向
上
や
生

産
量
の
増
加
な
ど
に
つ
な
が
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

②
三
隅
発
電
所
を
核
と
し
た
地
域
活

性
化

三
隅
発
電
所
２
号
機
の
建
設
で
は
、

商
工
団
体
と
連
携
し
、
少
し
で
も
多

く
の
地
元
事
業
者
が
活
用
さ
れ
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
作
業
従

事
者
の
宿
舎
は
、
三
隅
自
治
区
内
に

３
か
所
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
空
き
地
の
情
報
提
供
や
空
き

家
の
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

引
き
続
き
、
島
根
県
や
関
係
市
町
と

一
緒
に
、
外
務
省
や
防
衛
省
に
対
し
、

飛
行
訓
練
の
中
止
な
ど
の
要
望
を
行

い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
化
」
を
目
指
し
、
地
域
や

公
民
館
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
公

民
館
機
能
の
充
実
を
図
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
強
化
す
る
取
組

を
進
め
ま
す
。

②
観
光
振
興

リ
フ
レ
パ
ー
ク
き
ん
た
の
里
、
美

又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
に
、
そ

れ
ぞ
れ
新
た
な
指
定
管
理
者
が
参
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

食
材
の
提
供
や
関
連
施
設
と
の
連
携

な
ど
を
と
お
し
て
、
地
域
の
活
性
化

や
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
村
は
、
機
能
ご
と

に
活
用
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
事
業
形
態
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

体
系
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
休
止

期
間
を
延
長
し
て
、
更
に
議
論
を
深

め
ま
す
。

終
わ
り
に

三
隅
自
治
区

行
財
政
改
革

中
山
間
地
域
対
策

自
治
区
制
度

平
成
31
年
度
当
初
予
算（
案
）

中
山
間
地
域
対
策
、自
治
区
制
度

健
全
な
市
政
運
営
に
向
け
た
取
組

金
城
自
治
区

旭
自
治
区

弥
栄
自
治
区

各
自
治
区
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の定住

支
援

大
学
等
高
等
教
育
機
関
と

の
連
携

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

７
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

防
犯
・
交
通
安
全
対
策

米
軍
機
騒
音
問
題
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市
文
化
協
会
と
連
携
し
、
市
内
の

多
種
多
様
な
文
化
・
芸
術
活
動
な
ど

に
取
り
組
む
皆
さ
ん
や
芸
術
文
化
団

体
の
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
第
51
回
市

美
術
展
、
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、

芸
術
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
及

び
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
の
開
催
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
美
術
教
育
支
援
事
業
に
よ

る
ブ
ー
タ
ン
王
国
研
修
生
受
入
れ
な

ど
を
支
援
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

新
た
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
公
民
館
本
来
の
目
的
で
あ
る
人

づ
く
り
に
加
え
て
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域

課
題
を
地
域
住
民
が
共
有
し
、
解
決

に
向
け
て
主
体
的
に
学
び
、
活
動
す

る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

「
は
ま
だ
っ
子
共
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
と
お
し
て
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
む
と
と
も
に
活
動
に

関
わ
る
大
人
た
ち
も
学
び
、
高
ま
っ

て
い
く
活
動
を
、
中
学
校
区
毎
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。

現
在
、
浜
田
市
県
立
高
等
学
校
支

援
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
市
内
県

立
高
等
学
校
三
校
の
魅
力
化
を
支
援

し
て
い
ま
す
が
、
三
校
の
更
な
る
魅

力
化
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

地
元
企
業
な
ど
の
支
援
促
進
を
図
る

た
め
の
組
織
づ
く
り
も
併
せ
て
検
討

し
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
不
安
解
消
に
向
け
、

浜
田
市
版
家
庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｈふ

う

ぷ

Ｏ
Ｏ
Ｐ
！
（
浜
田
親
子
共
育

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
の
Ｐ
Ｒ
と
活

用
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

市
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、
各
競
技
団
体
と
協
力
し
、
引
き

続
き
、
競
技
力
の
向
上
及
び
競
技
の

普
及
、
心
身
の
健
康
を
養
う
軽
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

図
書
館
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ほ
か
、

移
転
計
画
の
あ
る
旭
図
書
館
、
弥
栄

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
機
能
の
拡
充

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
移
動
図
書

館
ラ
ブ
ッ
ク
号
の
積
極
的
な
運
用
を

行
い
、
よ
り
多
く
の
地
区
で
本
の
貸

し
出
し
が
可
能
と
な
る
よ
う
努
め
ま

す
。

貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
護
・
継
承

と
情
報
の
収
集
、
発
信
に
努
め
ま
す
。

浜
田
開
府
四
百
年
に
向
け
て
整
備

を
進
め
て
い
る
城
山
公
園
に
つ
い
て

は
、
県
指
定
史
跡
で
あ
る
浜
田
城
跡

の
保
存
を
前
提
と
し
な
が
ら
関
係
機

関
と
調
整
を
図
り
、
10
月
ま
で
の
整

備
完
了
を
目
指
す
と
と
も
に
、
学
術

的
な
調
査
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

浜
田
の
歴
史
と
文
化
を
振
り
返
り
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む

と
と
も
に
、
将
来
に
向
け
て
伝
承
し

て
い
く
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。
４

月
に
は
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
施

設
の
必
要
性
も
含
め
検
討
し
、
秋
頃

ま
で
に
一
定
の
方
向
性
を
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
支
所
に
、
新
た
に
文
化

財
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
地
域
の
歴
史
文
化

に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浜
田
開
府
四
百
年
を
機
に
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
基
本
方
針

を
お
示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
総
合
的
把
握
を
目
指
し
、

合
併
後
、
広
く
な
っ
た
市
の
多
様
な

歴
史
文
化
を
ま
と
め
る
た
め
の
資
料

調
査
に
努
め
ま
す
。

福
祉
部
局
と
連
携
し
た
相
談
支
援

チ
ー
ム
に
よ
る
巡
回
訪
問
の
充
実
や

平
成
30
年
度
に
設
置
さ
れ
た
島
根
県

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
担
当
指

導
主
事
配
置
に
よ
る
相
談
体
制
の
充

実
や
担
当
教
員
の
研
修
な
ど
、
教
員

の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
や

山
び
こ
学
級
と
の
連
携
を
よ
り
深
め

る
た
め
、
学
校
教
育
課
内
の
組
織
と

し
て
再
編
し
、
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー

ト
、
不
登
校
な
ど
、
社
会
生
活
を
円

滑
に
営
む
上
で
様
々
な
困
難
を
有
す

る
子
ど
も
・
若
者
の
育
成
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

市
校
長
会
と
連
携
し
、
業
務
改
善

を
進
め
る
基
礎
と
し
て
の
時
間
外
勤

務
時
間
の
確
実
な
把
握
を
行
い
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
と
し
た
業

務
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

そ
の
教
育
的
意
義
は
大
き
い
も
の

で
す
が
、
一
方
で
長
時
間
の
活
動
に

よ
る
生
徒
の
疲
労
蓄
積
や
顧
問
の
大

幅
な
超
過
勤
務
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、「
浜
田
市
中
学
校

の
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
、
市

中
学
校
長
会
と
策
定
中
で
あ
り
、
今

年
４
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善

が
、
最
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
お
互
い
の
関
わ
り
合

い
を
と
お
し
て
一
人
ひ
と
り
が
学
び

を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
協
調
学

習
」
の
手
法
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

研
究
指
定
校
を
定
め
て
、
研
究
・
実

践
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
学
校
図
書
館
活
用
教
育
、

算
数
・
数
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

研
究
指
定
校
制
度
な
ど
も
継
続
し
て

実
施
し
、
授
業
改
善
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
教
員
の
授
業
力
向
上
を
目

指
し
、「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
研

修
」、「
指
導
主
事
の
訪
問
指
導
」、「
研

究
指
定
校
に
よ
る
公
開
授
業
及
び
研

究
協
議
」
に
よ
り
、
教
員
の
研
修
の

機
会
を
確
保
し
、
市
教
育
研
究
会
の

活
動
に
対
し
て
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
は
、
浜
田
開
府
四
百

年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
浜

田
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
習
を

深
め
、
将
来
の
浜
田
を
考
え
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
浜
田
市
ス

ポ
ー
ツ
施
設
再
配
置
・
整
備
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
野
球
場
及
び
陸
上
競
技

場
な
ど
、
更
に
検
討
が
必
要
な
施
設

も
あ
り
、
計
画
策
定
に
向
け
、
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

小
中
学
校
の
適
正
配
置
及
び
整
備

に
つ
い
て
は
、
学
校
統
合
計
画
審
議

会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申
を
尊
重
し
、

保
護
者
、
地
域
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
学
校
統
合

計
画
を
策
定
し
、
併
せ
て
校
舎
建
設

な
ど
の
方
針
に
つ
い
て
も
、
お
示
し

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
、
幼
稚

園
受
付
業
務
な
ど
を
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
業
務
の
担
当
課
で
あ
る
子

育
て
支
援
課
で
一
体
的
に
行
う
こ
と

各
地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
活
か

し
、「
子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
」、

「
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
の
醸

と
し
、
４
月
か
ら
窓
口
の
一
本
化
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
原
井
幼
稚
園
と
石
見
幼
稚

園
の
統
合
幼
稚
園
を
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、
原
井
幼
稚
園
は
、
平
成
31

年
度
の
入
園
申
込
が
な
く
、
平
成
31

年
度
は
休
園
と
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

「
教
育
の
原
点
は
、
人
権
尊
重
の

精
神
を
全
て
の
教
育
の
基
底
に
据
え

て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
」
と
考
え

て
い
ま
す
。
大
人
や
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
人
格
や
個
性
の
違
い
を

互
い
に
認
め
合
い
、
自
分
の
人
権
と

と
も
に
、
他
の
人
の
人
権
を
守
る
た

め
の
実
践
行
動
に
つ
な
が
る
教
育
を

進
め
ま
す
。

※　
元
号
は
全
て
「
平
成
」
で
統
一

し
て
い
ま
す
。

※　
平
成
31
年
度
施
政
方
針
・
教
育

方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

成
」、「
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

意
欲
の
喚
起
」
な
ど
を
目
指
し
て
、

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
両
面
か

ら
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
幼
稚
園
と
小
学
校
で
は
、

豊
か
な
浜
田
の
自
然
を
活
か
し
た
自

然
体
験
活
動
推
進
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
、

活
動
や
各
教
科
な
ど
の
ね
ら
い
や
内

容
と
関
連
を
図
り
な
が
ら
、「
海
洋

教
育
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
モ
デ

ル
校
を
指
定
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
運
動
施
設
の
安
全
対
策
及

び
利
用
者
な
ど
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
浜
田
市
野
球
場
の
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
の
電
光
掲
示
板
改
修
工
事

や
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
す
。

浜
田
城
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
歴

史
的
建
造
物
で
あ
る
御
便
殿
を
活
か

し
な
が
ら
、
浜
田
城
や
北
前
船
に
つ

い
て
展
示
、
紹
介
す
る
施
設
と
し
て

内
部
の
改
修
を
行
い
、
10
月
に
は
開

館
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

３
芸
術
文
化
の
振
興

２
社
会
教
育

４
文
化
財
の
調
査
及
び
保
存

平
成
31
年
度

１
学
校
教
育

3131教
育
方
針

ふ
る
さ
と
郷
育
の
推
進

学
力
向
上
総
合
対
策

特
別
支
援
教
育

青
少
年
の
健
全
育
成

教
職
員
の
働
き
方
改
革

地
域
学
校
協
働
活
動

教
育
の
魅
力
化

図
書
館

文
化
財

（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資
料
館

市
誌
編
纂

家
庭
教
育
支
援

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

中
学
校
の
部
活
動

公
民
館
の
活
動



既
存
敬
老
乗
車
券
の
有
効
期
限
を
延
長
し
ま
す

有
効
期
限
が
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
敬

老
乗
車
券
は
、
有
効
期
限
を
３
か
月
延
長
し
、

６
月
30
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
使
用
方
法
は
前
年
度
と
同
様
で
す
。

10広報はまだ：平成31年４月号11 広報はまだ：平成31年４月号

障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人

購
入
で
き
る
人

市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
度
末
時
点
で
70
歳

以
上
と
な
る
人
（
平
成
31
年
度
は
、
昭
和
25
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

　
平
成
30
年
度
中
に
上
限
ま
で
購
入
し
た
人
も
、

新
た
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

販
売
内
容

１
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
１
５
０
０

円
で
販
売
し
ま
す
。

購
入
で
き
る
冊
数

１
年
度
に
つ
き
、
１
人
10
冊
ま
で
購
入
で
き

ま
す
。

次
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
１
年
度
に

つ
き
、
１
人
15
冊
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

浜
田
自
治
区
…
長
見
町
・
佐
野
町
・
宇
津
井
町
・

治
和
町
・
津
摩
町
・
吉
地
町
・
西
村
町
・
折

居
町
・
東
平
原
町
・
鍋
石
町
・
櫟
田
原
町
・

田
橋
町
・
横
山
町
・
内
村
町
・
井
野
町
・
上

府
町・久
代
町・宇
野
町・下
有
福
町・大
金
町

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
自
治
区
…
全
域

購
入
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
・
印
鑑

・
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）

※　

申
請
書
は
、
各
販
売
場
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

※　
代
理
申
請
の
場
合
、
同
居
の
ご
家
族
以
外

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

販
売
場
所

左
ペ
ー
ジ
の
日
時
・
場
所
で
購
入
で
き
ま
す
。

70
歳
以
上
の
人（
販
売
）

（
無
料
交
付
）

　大変好評をいただいている「敬老乗車券」は、名称を「敬老福祉乗車券」とし、
70歳以上の皆さんへの販売だけでなく、障害者手帳を持っている人にも対象を拡大
し、より多くの人が外出する際に利用できる、使いやすい乗車券にしました。
　70歳以上の人には販売し、障害者手帳を持っている人には無料交付します。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
交
通
学

校
支
援
係　
☎
㉕
９
２
０
１

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
㉕
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

平成28年７月以降に運転免許を自主返納した人への乗車券５冊の無料交付（１回のみ）も
引き続き受け付けています。詳しくは、お問い合わせください。

４月の販売場所
場所 販売日時 場所 販売日時

浜
田

市役所本庁舎１階
市民ロビー

１日㈪・２日㈫ 8:30～19:00

金
城

市役所金城支所 １日㈪以降の
開庁日 8:30～17:15

３日㈬～12日㈮
６日㈯・７日㈰も
販売します

8:30～17:15 美又公民館 19日㈮ 9:00～10:00
久佐公民館 19日㈮ 10:30～11:30

市役所本庁舎１階
総合窓口課

15日㈪以降の
開庁日 8:30～17:15 今福公民館 18日㈭ 13:30～14:30

小国公民館 18日㈭ 10:30～11:30

石見公民館 19日㈮ 13:30～15:30 波佐公民館 18日㈭ 9:00～10:00
24日㈬ 9:00～11:00

旭

市役所旭支所 １日㈪以降の
開庁日 8:30～17:15後野分館 26日㈮ 9:00～10:00

佐野分館 25日㈭ 13:30～14:30 木田公民館 ５日㈮ 9:00～10:00
宇津井分館 25日㈭ 15:00～16:00 和田公民館 ５日㈮ 10:30～11:30
細谷分館 16日㈫ 9:00～10:00 都川公民館 ５日㈮ 9:00～10:00
長見分館 16日㈫ 11:00～12:00 市木公民館 ５日㈮ 10:30～11:30

長浜公民館 17日㈬ 9:00～11:00
弥
栄
市役所弥栄支所 １日㈪以降の

開庁日 8:30～17:1524日㈬ 13:30～15:30

国府公民館 17日㈬ 13:30～15:30 市役所弥栄支所
杵束出張所

１日㈪以降の
開庁日 9:00～15:0022日㈪ 9:00～11:00

有福分館 15日㈪ 9:00～10:00

三
隅

市役所三隅支所 １日㈪以降の
開庁日 8:30～17:15宇野分館 15日㈪ 10:30～11:30

周布公民館 18日㈭ 9:00～11:00 井野公民館 １日㈪以降の
平日の開館日 9:00～17:0025日㈭ 9:00～11:00 黒沢公民館

美川公民館 19日㈮ 9:00～11:00 白砂公民館
美川東分館 23日㈫ 11:00～12:00
美川西分館 23日㈫ 9:00～10:00
大麻公民館 22日㈪ 13:30～15:30

敬老福祉乗車券 を　販売・無料交付 します

敬老福祉乗車券の販売場所
　４月は、次の日時・場所で敬老福祉乗車券を販売します。
※　障害者手帳を持っている人への無料交付は、地域福祉課障がい福祉係・各支所市民福祉課
で行います。この販売場所では交付しませんのでご注意ください。

市役所本庁舎総合窓口課・各支所防災自治課・弥栄支所杵束出張所・井野公民館・黒沢公民館・
白砂公民館では５月以降も販売します。
美又・久佐公民館では、偶数月の第３金曜日に販売します。
今福・小国・波佐公民館では、偶数月の第３木曜日に販売します。
５月７日㈫・10日㈮ 9:00～11:00に、浜田医療センター（正面玄関エントランス）で販売します。

（70歳以上の人）

５月以降の販売場所

障
が
い
者
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
・
い
き

い
き
バ
ス
乗
車
券
は
、
敬
老
福
祉
乗
車
券
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

70
歳
以
上
の
人
は
、
無
料
交
付
分
に
併
せ
販

売
分
も
利
用
で
き
ま
す
。

対
象市

内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
３
級

※　
人
工
透
析
患
者
及
び
精
神
障
害
者
通
院
交

通
費
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
内
容

１
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
、
１
年
度

に
つ
き
、
１
人
５
冊
ま
で
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

※　
敬
老
福
祉
乗
車
券
の
交
付
を
受
け
る
人
工

透
析
患
者
で
、
通
院
距
離
が
片
道
２
㎞
以
上

の
医
療
機
関
で
人
工
透
析
療
法
（
腹
膜
透
析

を
除
く
）
を
受
け
る
場
合
は
、
通
院
距
離
に

応
じ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

交
付
に
必
要
な
も
の

・
各
種
手
帳
・
印
鑑

交
付
場
所

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　
左
ペ
ー
ジ
の
販
売
場
所
で
は
交
付
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
が
い
の
窓
口
で
は
70
歳

以
上
の
人
の
券
を
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
が
い
の
窓
口
で
は

敬
老
福
祉
乗
車
券
（
１
冊
３
０
０
０
円
）

・
70
歳
以
上
の
人
は
１
５
０
０
円
で
購
入
で
き

ま
す
。

・
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
で
交

付
し
ま
す
。

・
１
冊
当
た
り
、
１
０
０
円
券
×
30
枚
綴
り
と
、

５
０
０
円
券
×
６
枚
綴
り
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

・
前
年
度
12
冊
ま
で
購
入
で
き
た
人
は
、
15
冊

ま
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
浜
田
広
島
線
の
高
速
バ
ス
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

・
乗
車
１
回
あ
た
り
の
利
用
上
限
金
額
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

・
市
が
契
約
す
る
バ
ス
の
利
用
で
あ
れ
ば
発
着

場
所
に
制
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

利
用
で
き
る（
市
が
契
約
す
る
）公
共
交
通
機
関

・
石
見
交
通
バ
ス

・
高
速
バ
ス
（
浜
田
広
島
線
）

・
総
企
バ
ス

・
市
内
の
全
タ
ク
シ
ー（
介
護
タ
ク
シ
ー
含
む
）

※　
乗
車
前
に
、
券
が
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

・
市
生
活
路
線
バ
ス
（
お
お
な
ん
バ
ス
含
む
）

・
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

※　

Ｊ
Ｒ
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
期
間

購
入
日
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま
で

使
用
上
の
注
意
事
項

・
本
人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
偽
造
・
譲
渡
・
転
売
は
禁
止
し
ま
す
。

・
払
戻
し
及
び
再
交
付
を
し
ま
せ
ん
。
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問
合
せ　
観
光
交
流
課　
開
府
４
０
０
年
推
進
室　
☎
㉕
９
２
２
８

浜
田
開
府
四
百
年
祭
が

開
幕
し
ま
す

開
府
四
百
年
に
ま
つ
わ
る
コ
ラ
ム
を
連
載
し
ま
す

浜
田
開
府
四
百
年
記
念

２
０
１
９
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

全
国
の
浜
田
さ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
い

今
年
２
０
１
９
年
は
、
浜
田
藩
が
で
き
て
か
ら
四
百
年
の

節
目
の
年
で
す
。４
月
29
日
㈷
の
「
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り
」

を
皮
切
り
に
、
年
度
末
ま
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
②　
開
府
四
百
年
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
事

外
ノ
浦
町
在
住　
楫
ヶ
瀬
孝
さ
ん

昨
年
末
か
ら
市
役
所
や
観
光
施
設
で
見
受
け
る
四
種
の
ポ

ス
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
浜
田
の
過
去
か
ら
現
代
ま
で

を
象
徴
す
る
す
て
き
な
写
真
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
帆
船
ポ
ス
タ
ー
の
話
で
す
。
私
は
外
ノ
浦
に
住
居
す
る

者
で
、
十
年
程
前
か
ら
地
元
の
事
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
、
浜
田
の
絵
葉
書
を
随
分
集
取
さ
れ
、

転
居
の
た
め
市
に
寄
贈
さ
れ
た
人
の
話
を
伺
い
、
私
の
学
習

の
参
考
に
な
る
と
考
え
そ
の
絵
葉
書
を
見
せ
て
も
ら
い
、
撮

影
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
あ
る
絵
葉
書
の
中
に
唯

一
「
手
彩
色
帆
船
葉
書
」
が
あ
り
、
当
時
の
面
影
が
忍
ば
れ

る
一
級
の
写
真
で
し
た
。

今
年
は
例
年
の
パ
レ
ー
ド
・
大
名
行
列
に
加
え
、
開
府
四

百
年
特
別
企
画
と
し
て
「
石
州
浜
田
武
者
行
列
」
が
創
設
さ

れ
、
手
作
り
の
甲
冑
を
着
た
約
50
人
の
戦
国
武
将
た
ち
が
威

風
堂
々
浜
田
の
ま
ち
を
練
り
歩
き
ま
す
。

ま
た
、
浜
田
藩
ゆ
か
り
の
地
か
ら
も
パ
レ
ー
ド
に
参
加
予

定
で
す
。

日
時　
４
月
29
日
㈷　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止
の
場
合
、
順
延
な
し
）

場
所　
栄
町
か
ら
浜
田
駅
前
銀
天
街
ま
で
の
商
店
街

内
容　
大
名
行
列(

奴
隊)

、
子
ど
も
奴
、
各
種
パ
レ
ー
ド
、

市
民
の
楽
市

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
「
港
」
を
テ
ー
マ
に
、
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
全
国
の
北
前
船
が
寄
港
し
た

外
ノ
浦
の
港
と
、
現
在
の
浜
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
マ
リ
ン
大
橋
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
浜

田
の
現
在
と
過
去
を
つ
な
げ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

全
部
で
４
種
類
の
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

郷
土
史
家
と
し
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
外
ノ
浦
町
を
対
象

と
し
た
研
究
や
講
演
を
行
う
。

北
前
船
寄
港
地
に
関
す
る
日

本
遺
産
へ
の
追
加
認
定
を
目

指
す
取
組
に
も
尽
力
さ
れ

た
（
平
成
30
年
５
月
認
定
）。

ま
た
、
石
見
神
楽
の
蛇
胴
反

故
紙
を
用
い
た
和
紙
製
品
作

り
も
手
掛
け
る
。

開
府
四
百
年
を
契
機
に
、
市
の
名
前
に
ち
な
ん
で
全
国
の

〝
は
ま
だ
〞
姓
の
人
に
四
つ
の
特
典
を
用
意
し
、
新
た
な
ご

縁
を
結
ん
で
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

親
戚
、
お
知
り
合
い
の
浜
田
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

①
市
内
宿
泊
費
用
を
助
成

４
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
市
内
に
宿
泊
し
た
浜
田
さ

ん
＋
同
行
者
１
人
に
、
一
人
１
泊
５
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

※　
一
回
限
り
で
す
。

②
特
別
住
民
票
を
発
行

特
別
住
民
票
の
提
示
に
よ
り
、
市
内
観
光
施
設
な
ど
で
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※　
有
効
期
間
は
５
年
間
で
す
。

③
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
特
別
観
覧
席
へ
招
待

打
上
げ
花
火
（
８
月
３
日
㈯
開
催
）
を
特
等
席
で
楽
し
め

る
「
特
別
観
覧
席
」
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

④
浜
田
さ
ん
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

毎
週
土
曜
日
（
浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演
日
）
を
浜
田
さ

ん
の
日
と
し
、
会
場
に
お
越
し
の
浜
田
さ
ん
を
、
夜
神
楽
鑑

賞
料
無
料
と
神
楽
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
お
迎
え
し
ま
す
。

※　
③
と
④
は
、
市
内
の
浜
田
さ
ん
も
対
象
で
す
。

更
に
、
萩
・
石
見
空
港
を
利
用
し
て
浜
田
市
へ
お
越
し
の

浜
田
さ
ん
に
は
、
片
道
３
千
円
、
往
復
６
千
円
の
運
賃
を
助

成
し
ま
す
。

※　
①
を
利
用
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

そ
の
後
発
表
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
撮
影
し
た
数
々
の
絵

葉
書
を
映
像
化
、
年
配
者
の
方
々
よ
り
当
時
の
様
子
を
教
え

て
い
た
だ
き
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
頃
、
市
役
所
か
ら
「
発
表
資
料
の
写
真
を
開
府

用
ポ
ス
タ
ー
に
用
い
た
い
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
実
は
資
料

写
真
は
寄
贈
品
で
あ
る
事
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ポ
ス
タ
ー
の
事
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
後
日
、
市
役
所
で

ド
ー
ン
と
大
き
な
四
種
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
入
り
ま
し

た
。
そ
の
中
に
あ
の
ピ
カ
イ
チ
の
彩
色
絵
葉
書
が
大
画
面
で

印
刷
、
誇
ら
し
い
帆
船
姿
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
〜
。
ど

う
し
て
も
一
枚
欲
し
い
と
、
担
当
者
に
お
願
い
す
る
と
彼
は

笑
顔
で
「
ポ
ス
タ
ー
の
中
で
一
番
人
気
で
す
」
と
手
渡
し
て

く
れ
ま
し
た
。
外
ノ
浦
の
事
が
色
々
と
目
に
見
え
る
様
に
な

り
最
高
で
す
。

問
合
せ　
浜
っ
子
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
浜
田
市
観
光
協
会　
☎
㉔
１
０
８
５

開
府
四
百
年
を
契
機

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
郷
土
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
次
の
百
年

に
向
け
て
浜
田
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
機
会

に
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

別
冊
折
り
込
み
「
浜
田

開
府
四
百
年
祭
イ
ベ
ン

ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
に
あ
る
日
本
遺
産

認
定
の
看
板
と
楫
ヶ
瀬
孝
さ
ん

◀

浜田開府400年祭ＰＲポスター

浜田開府400年祭イベントカレンダー
今月号に折り込んでいます

４月29日 ㈷
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　犬の飼い主には、生後91日以上の飼い犬に生涯１回の登録と狂
犬病予防注射を毎年受けさせることが法律で定められています。
　市では、各地域で新規登録の受付と狂犬病予防集合注射を実施
します。日程表を確認の上、お越しください。
　なお、住所に関係なく、どの会場でも注射・登録ができます。
また、雨天でも実施します。

【金　城】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

11
日
㈭

小笹集会所 9:00～ 9:10

11
日
㈭

旧ＪＡ小国事業所前 11:40～11:45

12
日
㈮

小松木口 9:05～ 9:10
伊木集会所 9:15～ 9:20 上徳田バス停付近 12:35～12:40 元谷石碑前 9:15～ 9:20
新開集会所 9:30～ 9:35 小原谷集会所 12:50～12:55 入野集会所 9:25～ 9:30
今田よりあい会館 9:50～10:00 浄光寺谷バス停付近 13:00～13:05 越沢集会所 9:35～ 9:40
青原集会所 10:05～10:10 新生集会所 13:10～13:15 大元集会所 9:50～ 9:55
下ノ原 鍛冶畑様宅 入口付近 10:15～10:20 久佐公民館 13:20～13:25 福原集会所 10:00～10:05
深笹上集会所 10:35～10:40 下久佐集会所 13:45～13:50 美又口　渡辺様宅横 10:25～10:30
旧シマネ波佐電子前 10:50～10:55 上長屋集会所 13:55～14:05 久佐川バス停前 10:35～10:40
亀谷原　榎一夫様宅前 11:05～11:10 上組集会所 14:10～14:15 ふれあい会館 10:50～10:55
浄蓮寺下 11:15～11:20 かたらいの家前 14:25～14:30 下長屋　山田様宅前 11:00～11:05
波佐消防ポンプ倉庫前 11:25～11:30 金田会館 11:10～11:15

【浜　田】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間
11
日
㈭
笠柄児童公園 14:50～15:00

15
日
㈪

ブルーコーンズ前 8:55～ 9:00

15
日
㈪

周布１町内公民館 14:00～14:05
青川陸橋下駐車場付近 15:05～15:10 国分尼寺跡前 9:05～ 9:10 ＪＦしまね津摩出張所 14:15～14:20

12
日
㈮

佐野下町内生活改善センター 11:25～11:30 国府公民館前 9:20～ 9:30 周布公民館 14:25～14:35
旧ＪＡ佐野事業所 11:35～11:40 下府公民館前 9:35～ 9:45 日脚公民館児童館 14:40～14:45
両間口バス停付近 11:45～11:50 上府町市尻酒店付近 9:50～ 9:55 日脚児童公園付近（大久保団地内）14:50～14:55
旧後野小学校下 11:55～12:00 上府自治公民館 10:00～10:05 長浜商港バス停付近 15:05～15:15
相生町国土交通省付近 13:00～13:05 宇野簡易郵便局付近 10:10～10:15 長浜公民館 15:20～15:30
竹迫団地公園前（４町内）13:10～13:15 姉金　千代延様宅付近 10:20～10:25

16
日
㈫

牛谷バス停付近 9:00～ 9:05
野原町１公民館下駐車場 13:20～13:25 旧有福中学校前庭 10:30～10:35 美川公民館西分館前 9:15～ 9:20
野原町２公民館前 13:30～13:35 宇野町山田口バス停付近 10:50～10:55 櫟田原公民館前 9:35～ 9:40
石見公民館細谷分館 13:50～13:55 ＪＡしまね長沢事業所前 11:10～11:15 下鍋石バス停付近 9:50～ 9:55
石見公民館長見分館入り口付近 14:15～14:20 二反田団地集会所前 11:20～11:25 美川公民館駐車場 10:05～10:15
元浜町かもめ公園 14:50～15:00 生湯町宇野木工所付近 11:30～11:35 吉地集会所 10:20～10:25
浜田保健所 15:05～15:20 生湯海水浴場休憩所付近 11:40～11:45 門田公民館 10:30～10:35
瀬戸ケ島町高森英明様宅前 15:25～15:30 ヒルズガーデン神在入り口 11:55～12:00 西村町青口バス停 10:40～10:45

14
日
㈰
市役所東分庁舎前駐車場 9:30～11:30

服部タイヨー長澤店駐車場 12:05～12:10 西村インター口浜田市街寄り待避所 10:50～10:55
石見公民館 12:15～12:25 大麻公民館前 11:00～11:05
ぺアーレ浜田 12:30～12:40 18

日
㈭

上内田バス停付近 14:30～14:35
汐入県職員住宅前 13:45～13:50 熱田町５町内集会所 14:40～14:50

浜田商業高校上り口付近 14:55～15:00

【三　隅】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

16
日
㈫

海石集会所 11:20～11:30

17
日
㈬

白砂公民館 9:00～ 9:05

17
日
㈬

芦谷集会所 10:40～10:45
市役所三隅支所 11:45～12:00 東平原上集会所前 9:15～ 9:20 ㈲杖田農機店グリーンショップ横 10:55～11:10
三嶋神社下 13:15～13:20 下室谷集会所前 9:25～ 9:30 ひゃこるバス宮ケ迫停留所 11:15～11:20
井川集会所 13:30～13:40 上今明神明宮下 9:40～ 9:45 岡見公民館 11:30～11:45
中古和集会所 13:50～13:55 市場集会所前 9:55～10:00 古湊漁村センター 11:55～12:00
河野建設㈱向側広場 14:05～14:10 ひゃこるバス周布地停留所付近 10:05～10:10 三保公民館 12:05～12:15
河内橋上待避所 14:15～14:25 みのり会館前 10:30～10:35
谷集会所 14:35～14:50

【弥　栄】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

18
日
㈭

十国トンネル前 9:00～ 9:05

18
日
㈭

上田野原集会所 10:50～10:55

18
日
㈭

西河内　山﨑昭三様宅前 13:15～13:20
野坂　前山章男様宅前 9:10～ 9:15 大坪バス停前 11:30～11:35 小坂公民館 13:25～13:30
大斉集会所 9:20～ 9:25 稲代集会所 11:40～11:50 日高集会所 13:45～13:50
西の郷ライスセンター前 9:30～ 9:40 旧美里無人市前（小角） 12:00～12:05 高坂谷　小松原忠雄様宅付近 14:00～14:05
杵束公民館前 9:45～ 9:55 市役所弥栄支所 12:15～12:25 六歩谷集会所 14:10～14:15
熊の山　斎藤繁美様宅前 10:30～10:35

【　旭　】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

19
日
㈮

市木生活改善センター 9:30～ 9:35
19
日
㈮

市役所旭支所 11:45～12:00
19
日
㈮

山ノ内生活改善センター 14:10～14:15
来尾集会所 9:45～ 9:50 和田生活改善センター 13:00～13:05 木田生活改善センター 14:25～14:30
都川高齢者活動促進センター 10:10～10:20 重富生活改善センター 13:15～13:20 しろつの生活センター 14:35～14:40
谷神社付近 10:30～10:35 本郷バス停付近 13:25～13:30 丸原センター 14:55～15:05
坂本構造改善センター 11:00～11:10 戸川生活改善センター 13:40～13:45

犬の登録受付と狂犬病予防集合注射を実施します

犬の登録と狂犬病予防集合注射日程表

対象
　浜田市で登録されている犬、又は浜田市に住民票がある人の飼い犬

持参するもの
既に犬の登録をしている場合
・予防注射料金１頭3,000円（注射料金2,450円・注射済票交付手数料550円）
・平成31年度狂犬病予防集合注射のお知らせハガキ
※　既に登録のある人には、お知らせハガキを郵送します。
新規登録の場合
・１頭6,000円（登録手数料3,000円・予防注射料金3,000円）

問合せ　
環境課くらしと環境係

　☎㉕９４２０

１頭6,000円（登録手数料3,000円・予防注射料金3,000円）１頭6,000円（登録手数料3,000円・予防注射料金3,000円）

　なお、ビニール袋などのフン処理用具を必ず持参してください。

注意事項
・郵送したお知らせハガキを持っている人から優先的に注射します。
・当日の交通事情などにより、予定時間からずれて到着する場合があります。
・犬が高齢・妊娠中・投薬中・１か月以内にほかのワクチンを接種・病気や
体調不良の場合は、動物病院を受診してください。

・会場で受けることができない場合は、動物病院で注射を受けてください。
登録もできます。ただし、手数料が加算される場合があります。

・生後90日以下の犬は、注射を受けられません。

飼い主へのお願い
・飼い主もしくは犬を制御できる人が同行してください。
・注射を受けるときは、飼い主が飼い犬の体をしっかり固定してください。
市職員が犬を固定することはしません。

・ケガなどの防止のため、長袖・長ズボンなどの安全面を考慮した服装でお
越しください。

・犬には必ずリードをつけ、逃走防止に努めましょう。

狂犬病予防注射　を
受けましょう

犬
の
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代
理
投
票

開
票

投
票
用
紙
を
受
け
取
る
前
に
、
係

員
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

点
字
器
は
投
票
所
に
備
え
て
あ
り

ま
す
が
、
使
い
慣
れ
た
点
字
器
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

点
字
に
よ
る
候
補
者
名
簿
な
ど
も

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
人

は
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
を
記

載
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
で
定
め

る
代
理
者
が
代
わ
っ
て
記
載
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
に
そ
の

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

４
月
７
日
㈰
午
後
８
時
５
分
か
ら
、

県
立
体
育
館
で
開
票
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ

放
送
（
ｄ
ボ
タ
ン
）
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

投
票
で
き
る
人
は
、
平
成
13
年
４

月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
日

本
国
籍
を
有
し
、
平
成
30
年
12
月
28

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
浜
田
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
で
す
。

※　
転
出
し
た
人
で
も
投
票
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
広
報
は
ま
だ
３
月
号
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

入
場
整
理
券
を
受
付
に
提
出
し
、

名
簿
対
照
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
島
根
県
知
事
選
挙
の
投
票

用
紙
を
渡
し
ま
す
。
候
補
者
氏
名
の

上
の
枠
内
に
、
備
え
付
け
の
ス
タ
ン

プ
で
○
印
を
押
し
、
指
定
の
投
票
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
（
期
日
前
投
票
、

不
在
者
投
票
の
場
合
は
自
書
式
で

す
）。次に

、
島
根
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
投
票
用
紙
を
渡
し
ま
す
。
投
票

し
た
い
候
補
者
１
人
の
氏
名
を
記
入

し
、
指
定
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

投
票
開
始
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

で
、
投
票
終
了
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

投
票
で
き
る
人

投
票
の
方
法

投
票
時
間

期
日
前
投
票

入
場
整
理
券

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間

島
根
県
知
事
選
挙

　

３
月
22
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈯

島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

※　
平
成
13
年
３
月
24
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
８
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
期

日
前
投
票
所
で
投
票
し
た
い
人
は
、

次
の
期
日
前
投
票
所
で
不
在
者
投

票
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所

下
表
の
５
か
所
で
す
。
い
ず
れ
の

期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す

が
、
設
置
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※　
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
う
え
で

投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場

整
理
券
が
届
い
て
い
れ
ば
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

１
枚
の
は
が
き
に
、
世
帯
別
で
最

大
４
人
分
の
入
場
整
理
券
が
印
刷
し

て
あ
り
ま
す
。
必
ず
切
り
離
し
て
、

各
自
で
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
失
く
し
た
場
合
で

も
、
受
付
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と

投
票
で
き
ま
す
。

投
票
す
る
前
に
島
根
県
外
へ
転
出

し
た
人
は
、
入
場
整
理
券
が
届
い
て

い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

期日前投票所
設置場所 設置期間 受付時間

浜田 市役所本庁第２東分庁舎 ３月22日㈮
～４月６日㈯

午前８時30分
～午後８時

金城 市役所金城支所

３月31日㈰
～４月６日㈯

午前８時30分
～午後７時

旭 旭保健センター

弥栄 弥栄会館２階小研修室

三隅 市役所三隅支所分室

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
期
間

島
根
県
知
事
選
挙

　

３
月
22
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈯

島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

詳
細
は
、
広
報
は
ま
だ
３
月
号
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
船
員
の
投
票

「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」
が

交
付
さ
れ
て
い
る
船
員
が
投
票
所
で

投
票
す
る
と
き
は
、
入
場
整
理
券
と

一
緒
に
必
ず
こ
の
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
の
提
示
が
な

い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
業
主

又
は
事
業
所
の
担
当
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
す
る
場
所

投
票
所
は
、
事
前
に
送
付
す
る
入

場
整
理
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
３
月
18
日
以
降
に
市
内

で
転
居
し
た
人
は
、
前
住
所
の
投
票

所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
次
の
投
票
所
が
変
更
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投票する場所が変更となる投票所
新投票所 旧投票所 対象区域

ラ・ペアーレ浜田 浅井公民館 浅井町、銀天街

島根県浜田合同庁舎 原井小学校 片庭町、港町、瀬戸ケ島町、大辻町、元浜町

上府自治公民館 三宅集会所 上府町（荒相除く）

黒沢公民館 矢原自治会館矢原郷、松柄、大辻、梅の木原

下室谷集会所 室谷塾 諸谷、上室谷、下室谷

投票終了時間　投票開始時間は午前７時からです。
自治区 投票

終了時間 投票区 自治区 投票
終了時間 投票区

浜田

午後７時 第１～第35
(下記の９か所を除く） 金城

午後６時

第36～第44

午後６時

第９（細谷）、第10（長見）、
第13（宇津井）、第20（美川東）、
第21（美川西）、第26（大麻）、
第31（久代）、第32（宇野）、
第33（有福）

旭 第45～第53

弥栄 第54～第56

三隅 第57～第69

投票日
４月７日 ㈰３月30日 ㈯ ～

３月22日 ㈮ ～

期日前投票期間

島根県知事選挙

島根県議会議員
一般選挙

島根県知事選挙・
島根県議会議員一般選挙

問合せ　選挙管理委員会事務局　☎㉕９８１０

点
字
投
票

選
挙
公
報
の
配
布

４
月
５
日
㈮
ま
で
に
各
世
帯
へ
配

布
し
ま
す
が
、
万
が
一
届
か
な
い
と

き
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
各

支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

移
動
期
日
前
投
票
所

平
成
28
年
度
に
統
合
と
な
っ
た
弥

栄
町
と
三
隅
町
の
旧
投
票
所
に
お
い

て
は
、
移
動
期
日
前
投
票
所
で
も
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
な

日
時
は
、
対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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　持参するもの　・身分証明書（住所・氏名・生年月日がわかるもの）
　　　　　　・ご搭乗案内（ピンク色の券）
　　　　　　　※　往復分の搭乗券又は搭乗証明書の写しでも申請できます。
　　　　　　・印鑑
　　　　　　・萩・石見空港サポーター企業に所属する人は、企業名がわかるもの（保険証など）

平成30年４月１日～平成31年３月31日までの搭乗分の萩・石見空港利用促進補助金の申請は、
４月30日㉁が期限です。
補助金申請の締切りに伴い、以下のとおり休日窓口を開設しますので、ご利用ください。

浜田市在住で、平成31年４月１日～平成32年３月31日の間に萩・石見空港（東京線・定期便）
を利用した人を対象に、平成31年度も萩・石見空港利用促進補助金を継続します。

　開設日時　・４月21日㈰　午前８時30分～正午
　　　　　　・４月30日㉁　午前８時30分～正午

萩・石見空港 をご利用ください

平成30年度分の 補助金申請の 休日窓口を開設します

平成31年度も 萩・石見空港利用促進補助金を 継続します

※　片道利用の場合の補助は半額です。
※　年齢や所属企業は往路搭乗日時点です。
※　上記区分を重複した申請はできません。

　・満65歳未満の人　………………………… 　4000円分（往復）
　・満65歳以上の人　………………………… 　6000円分（往復） 
　・萩・石見空港サポーター企業に所属する人　… 　6000円分（往復）

　開設場所　市役所本庁舎　１階ロビー
　　　　　　※　休日は地階入り口を利用してください。

補助金申請は
４月30日まで

問合せ　商工労働課商工政策係　☎㉕９５０１

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
、
例
年
よ
り
長
い
連
休

と
な
り
ま
す
。
連
休
中
（
４
月
27
日
㈯
〜
５
月
６
日
(振)
）
は
、

市
役
所
は
閉
庁
と
な
り
ま
す
の
で
お
急
ぎ
の
手
続
な
ど
が
あ

る
場
合
は
早
目
に
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
届
出

連
休
中
、
戸
籍
（
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
な
ど
）
の
届
出
は
、

本
庁
と
各
支
所
の
宿
直
室
で
受
付
し
ま
す
。
婚
姻
届
な
ど
届
出
日
で

の
受
理
を
希
望
す
る
場
合
は
、
総
合
窓
口
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
で
事
前
点
検
を
受
け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
住
民
異
動
係　
☎
㉕
９
４
０
１

ご
み
収
集

連
休
中
、
ご
み
収
集
を
実
施
す
る
日
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
収
集

日
程
は
、
２
０
１
９
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係　
☎
㉕
９
４
３
０

休
日
保
育
の
利
用

４
月
28
日
㈰
か
ら
５
月
６
日
(振)
ま
で
の
休
日
保
育
に
つ
い
て
は
、

４
月
18
日
㈭
ま
で
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
当
日
で
も
受
付
し
ま
す
。

　
※　
休
日
保
育
の
利
用
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
場
所
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係　
☎
㉕
９
３
３
０

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」　　
☎
㉒
１
２
５
３

市
内
医
療
機
関
の
診
療
状
況
・
休
日
応
急
診
療
所

連
休
中
の
市
内
医
療
機
関
の
診
療
状
況
は
、
事
前
に
医
療
機
関
で

確
認
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
休
日
応
急
診
療
所
は
、
４
月
28
日
㈰
か
ら
５
月
６
日
(振)
ま

で
開
設
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
地
域
医
療
対
策
係　
☎
㉕
９
３
１
０

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の

手
続
な
ど
は　
お
早
め
に

補助金額　浜田市共通商品券をお渡しします。
ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値H30.7.24 H30.7.24 H31.1.16 H31.1.17
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん（g/㎥ N） 0.004未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.08 0.01
硫黄酸化物（㎥ N/h） 0.011未満 0.011未満 0.011未満 0.011未満 75.9(注1) 0.2
窒素酸化物（ppm） 28 24 18 19 250 50
塩化水素（mg/㎥ N） 1未満 1未満 ２ 5 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.0000022 0.000025 0.000038 0.0022 1 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

H30.7.26

－ 3 －0.060
スラグ・メタル中ダイオキ
シン類（ng-TEQ/g）

H30.7.24
0.00014 

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注1）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

　平成30年度の測定は、表の項目
のほか、騒音・振動・悪臭につい
ても実施しましたが、結果は全て
基準を下回っていました。
　今後も、引き続き周辺環境に配
慮した施設運営に取り組みます。

問合せ
エコクリーンセンター（浜田地
区広域行政組合総務課業務係）
☎０８５５53５０８１

周辺環境測定結果（大気質） （平成30年７月19日～　25日、７日間連続測定）

調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準
（環境基準）

県道300号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素（ppm） 日平均値の最大値 0.002 0.04～　
0.06以下

二酸化硫黄（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04以下
１時間値の最大値 0.004 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.057 0.1以下
１時間値の最大値 0.083 0.2以下

塩化水素（ppm） 平均値 0.001未満 0.02以下最大値 0.001未満
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0045 0.6以下

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。

　市議会では、議会報告会を開催します。
　報告会では、３月定例会の説明と、各地域の
課題について意見交換をします。
　ぜひ、この機会に議員と話しませんか。　
日時　５月13日㈪　午後７時～８時30分
場所　・浜田公民館
　　　・みどりかいかん
日時　５月14日㈫　午後７時～８時30分
場所　・周布公民館
　　　・三隅公民館
日時　５月15日㈬　午後７時～８時30分
場所　・美川公民館
　　　・弥栄会館
日時　５月16日㈭　午後７時～８時30分
場所　・国府公民館
　　　・今市公民館
問合せ　議会事務局　☎㉕９８００

広域圏だより 浜田地区広域行政組合浜田市・江津市

　小国自治振興会及び上府町自治会は、宝くじ
の普及広報を目的として、その受託事業収入を
財源に実施している（財）自治総合センターの
平成30年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成
事業）により、机、椅子、そのほかの設備を整
備しました。今後は、整備した備品を活用して、
地域コミュニティの場の充実を図るとともに、
地域の活動が一層活発になるよう取り組んでい
きます。
問合せ　まちづくり推進課地域づくり推進係
　　　　☎㉕９２０１

エコクリーンセンター各種測定結果のお知らせ

議会報告会を開催します
平成30年度
宝くじコミュティ助成事業

小国自治振興会 上府町自治会
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まちのわだい

健康づくり講演会に出席しました
（２月17日）

ＫＥＮＤＡＩ縁結びフォーラムに出席しまし
た（２月19日）農事組合法人美川西

設立総会に出席しま

した（２月16日）

浜田市連合自治協議会と語る会に出席し
ました（２月１日）

前浜田市長 故宇津徹男氏の浜田市市葬
を執り行いました（２月２日）

長門市・益田市・萩市・浜田市４市長会
議を開催しました（２月６日）

「北前船」交流拡大計画記者会見（東京
都千代田区）に平成31年度フォーラム開
催地として出席しました（２月４日）

島根県立石見武道館少年剣道大会に出席
しました（２月３日）

スポーツ雪合戦全国小学生大会に出席し
ました（２月10日）

島根県建築士会浜田支部新年会に出席
し、「浜田開府400年に向けて」について
講演しました（２月７日）

島根県公民館研究集会に出席しました
（２月11日）

ヨシタケ祭り～浜田でヨシタケコーヒーを楽しむ会～に出席しました（２月２日）

演目「道返し」の一場面

小学校最後のボランティア活動を行う児童たち

自治区長の説明に聞き入る参加者

神楽衣装の試着順番を待つ子どもたち

３月２日㈯、どぶろくの里弥栄神楽まつりが弥栄会館で行わ
れました。これは特産品であるどぶろくと石見神楽を楽しんで
もらおうと毎年開催されているものです。
今年は、岡崎神楽社中、小笹神楽社中、安城神楽社中、杵束
神楽社中が出演し、黒塚や大蛇など８演目が上演されました。
来場者は、軽快な八調子の太鼓のリズムに引き込まれ、迫力
ある舞に見入っていました。会場では、地元の採れたて新鮮野
菜などの特産品の販売、どぶろくや神楽グッズが当たる抽選会
なども行われ、多くの来場者でにぎわいました。

２月20日㈬、雲城小学校６年生によるクリーン大作戦が、行
われました。この活動は、卒業を前にした児童たちが、地域へ
何ができるか検討・計画し、実施したものです。
事前に「クリーン大作戦」と題したポスターを作成し、地域
にＰＲした児童たちは、当日、寒空のもと、地域の人たちと協
力して清掃活動を行いました。
児童たちは、「ゴミ拾いをとおして地域の人と話をしながら
活動ができて良かった」と話していました。

２月24日㈰、和田地区行政懇談会及び防災学習会が和田公民
館で開催され、48人が参加しました。これは、旭自治区長を迎
えて浜田市の情勢や自治区事業について話を聞こうと、和田地
区まちづくり推進委員会と和田公民館が開催したもので、今後
の財政計画や見通しなどの話を、参加者は熱心に聞き入ってい
ました。また、自主防災会が企画した「最近身近で起きた地震
と豪雨災害」と題した防災学習会も行われ、平成30年に起きた
島根県西部地震や広島豪雨災害を振り返り、避難の流れについ
て学びました。

２月17日㈰、子ども神楽体験教室in金城がみどりかいかんで
開催され、神楽好きの親子約100人が参加しました。
この教室は、子どもたちに神楽の楽しさを体験してもらい、
将来の石見神楽を支えていく人材を育てようと企画されました。
当日は、金城町石見神楽社中連絡協議会の指導により、幣や
鬼棒などの道具づくりや奏楽、衣装試着、神楽舞体験などを楽
しみました。参加した子どもたちは、「とても楽しかった。神
楽社中に入り、みんなの前で舞いたい」などと目を輝かせて話
していました。

♥Town Topics
迫力ある太鼓と舞に酔いしれる
～ どぶろくの里弥栄神楽まつり ～

やさか

小学校生活に感謝を込めて地域清掃活動
～ 雲城小学校６年生クリーン大作戦 ～

かなぎ

地域の情勢について学ぶ
～ 和田地区行政懇談会 ～

あさひ

将来の石見神楽の舞い手を育てよう
～ 子ども神楽体験教室in金城 ～

かなぎ
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笑いの体操で声を出して笑う参加者

机の脚などをしっかり持って揺れを体験する

地域交流での思い出を話す学生

各分科会の様子

２月16日㈯、三隅公民館で笑いヨガリーダーの藤原登紀枝さ
んを講師に迎え、「笑いヨガ」の研修会を開催しました。これは、
地域住民の健康の保持増進と健康な地域づくりを推進すること
を目的に企画したものです。笑いヨガは、笑いの体操とヨガの
呼吸法を組み合わせたユニークな健康法です。
当日は、町内外から約60人が参加し、手拍子と「ホッホハハハ、

イエーイ」の掛け声にあわせ、様々な体操を行いました。参加
者は「笑って、心も体も温かくなった。近所にも広めたい」と
話していました。

２月16日㈯、起震車体験イベントが紺屋町広場で行われ、約
50人が参加しました。これは、地域の防災意識を高め、危機管
理能力を身につけようと、島根県立大学ＢＢＳサークルが企画
したものです。参加者は、県所有の起震車に順番に乗り、36秒
間の激しい揺れを体験しました。その後、消防本部の職員から、
消火器の使い方を学び、的に向かって放水しました。
参加した人は、「座っていた椅子が動くのですごく怖かった、

とても長く感じた」「家だといろんな物が落ちてくるので大変
だと思った」と話していました。

２月16日㈯、かなぎシェアハウス成果報告会がみどりかいか
んで開催されました。これは、金城町内のシェアハウスで生活
し、島根県立大学を卒業する３人の学生が、地域への感謝の気
持ちを伝えようと企画し、学長や地域関係者約80人が参加しま
した。
学生は、「交流」「学び」「卒論」の３つのテーマ別に発表を

行い、児童の見守り活動や学習指導、美又温泉の女性観光客誘
致をテーマにした卒業論文の執筆などの活動をとおして、行動
力が芽生えたことを実感したと話していました。

２月11日㈷、三隅中央会館・三隅中学校で島根県公民館研究
集会（兼）地域課題解決型公民館支援事業成果発表会が開催さ
れ、公民館など県内の関係者約500人が参加しました。これは、
職員の資質向上及び公民館活動などの活性化を図るとともに、
地域課題の解決に取り組んでいる公民館などの成果発表を兼ね
て開催されたものです。当日は、優良公民館・職員表彰の式典
後、各分科会に分かれて実践活動と意見交換会が行われました。
浜田市からは、石見・美又・井野・白砂の４公民館が実践発表
し、参加者は熱心に意見交換を行いました。

元気に選手宣誓

ミキサーでクリーム状になった大豆を大鍋に投入

講師に教わり大豆と麹と塩を混ぜ合わせる参加者

お手玉を投げて鬼は外

２月10日㈰、第18回スポーツ雪合戦全国小学生大会が旭公園
市民体育館で開催されました。島根県で初めて行われた大会は、
雪不足のため室内での開催となりましたが、全国から13チーム
が参加し、室内用の公式球で技術や戦略を駆使して、熱戦を繰
り広げました。そうしたなか、地元から参加した旭スポーツク
ラブが準優勝に輝きました。また、チームごとの専属カメラマ
ンによる密着撮影や石見神楽「親子恵比須」の上演といった、
様々な企画もあり、大会は大いに盛り上がりました。

１月31日㈭、弥栄小学校で、１年生が豆腐づくりを体験しま
した。これは、地域の高齢者と一緒に植え付け、収穫した大豆
を使って毎年行われているものです。
水に漬けておいた大豆をミキサーにかけ、クリーム状になっ
たものを大鍋で煮た後、絞って豆乳とおからに分け、にがりを
加えて豆腐ができました。児童たちは、それぞれの工程で地域
の高齢者に教わりながら楽しく作りました。できた豆腐の一部
は、給食で味噌汁の具材として全校生徒でおいしく食べました。

２月２日㈯、「やさかごはん」の源を作ろうが、弥栄会館で
開催されました。これは、伝統的な味噌作りの継承を目的に、
きんさいむら弥栄協議会が企画したものです。１月には、麹に
ついて学び、弥栄米を使って無添加の手作り米麹を作りました。
今回は、その米麹と弥栄産大豆を使って味噌作りを体験しまし
た。大豆を炊き、ビニール袋に入れ踏み潰し、手作り麹と塩を
加え、混ぜ合わせ、各自約3.5㎏の味噌を仕込みました。仕込
んだ味噌は参加者が持ち帰り自宅で熟成します。参加者は、お
いしい味噌のでき上がりを楽しみにしていました。

１月29日㈫、節分交流会「おにさんバイバイ」が浜田公民館
で行われ、親子約30人が参加しました。これは、伝統行事であ
る節分を地域の人たちと一緒に楽しむことを目的に、毎年開催
されているものです。絵本の読み聞かせや節分の歌を歌った後、
広告紙を丸めた玉を豆に見立て、ダンボールで作った鬼のパネ
ルに向けて投げました。その後、石見神楽の衣装や面をつけた
鬼が現れると、子どもたちは大騒ぎし、保護者に抱きついた
り、泣き出したりする子もいましたが、「鬼は外」と言いながら、
お手玉を投げて鬼を退治しました。

♥Town Topics
笑いヨガ～思いきり笑って免疫力をアップしよう
～ 三隅保健委員連絡協議会研修会 ～

みすみ

防災への意識を高めよう
～ 起震車体験イベント ～

はまだ

３年間の集大成
～ かなぎシェアハウス成果報告会 ～

かなぎ

地域の元気は公民館から
～ 平成30年度島根県公民館研究集会 ～

みすみ

冬の熱い戦い
～ スポーツ雪合戦全国小学生大会 ～

あさひ

みんなで力を合わせて豆腐を作ろう
～ 弥栄小学校 豆腐づくり ～

やさか

伝統的な味噌作りを体験しよう
～ ｢やさかごはん」の源を作ろう ～

やさか

鬼を退治したよ
～ 節分交流会「おにさんバイバイ」 ～

はまだ
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化・ス
ポ
ー
ツ

補助金額

人槽区分
補助金額

浜田・弥栄・
三隅自治区

金城・旭
自治区

５人槽 332,000円 352,000円

６～７人槽 414,000円 441,000円

８人槽以上 548,000円 588,000円
※　予算総額に達した時点で受付
を終了します。

３月まで ４月以降

･地域医療対策課
 (東分庁舎１階)
･健康長寿課       
 (本庁舎１階)

健康医療対策課
（本庁舎１階）
☎㉕９３２０
※　課名変更

契約管理課
（本庁舎１階） 契約管理課

（本庁舎２階）
☎㉕９１４２

幼
稚
園
の
入
園
手
続
業
務
の
変
更

　
学
校
教
育
課
（
北
分
庁
舎
１
階
）

　
←
（
４
月
か
ら
）

　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
１
階
）

　
☎
㉕
９
３
３
０
が
担
当
し
ま
す
。

問
合
せ　
行
財
政
改
革
推
進
課
管
財

係　
☎
㉕
９
１
４
０

安
全
安
心

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ア
ラ
イ
グ

マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
運
動
能
力
は
人

間
を
は
る
か
に
超
え
ま
す
。
遭
遇
し

た
場
合
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

山
林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が
予
想
さ

れ
る
場
所
で
は
、
ク
マ
に
出
会
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
場
合
、

人
間
の
存
在
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
除
け
の
鈴
や

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音
の
出
る
も

の
を
身
に
付
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で
は
、

水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か
ら
、
人

も
ク
マ
も
お
互
い
に
気
付
き
に
く

く
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視
界

が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時
間
と

重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は

特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
音
の
出

る
も
の
を
必
ず
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
な
い
よ
う
に
後
ず
さ
り
で
離

れ
ま
し
ょ
う
。

・
持
っ
て
い
る
荷
物
を
一
つ
ず
つ
置

い
て
い
き
、
興
味
を
そ
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後
ろ

で
手
を
組
み
、
う
つ
伏
せ
で
丸
く

な
り
、
去
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

※　
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特

に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害
は
、

浜
田
市
で
は
柿
と
蜂
蜜
に
特
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な

い
た
め
に
、
適
切
な
処
置
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

・
果
樹
や
蜜
蜂
の
巣
箱
の
防
護
に
は

電
気
柵
が
有
効
で
す
。
農
機
具
店

に
相
談
す
る
な
ど
、
防
護
策
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
採
取
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
柿
や
栗
の
木
は
、
伐
採
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

・
匂
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

残
飯
な
ど
を
屋
外
に
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
落

下
果
樹
も
適
正
な
処
分
を
し
ま

し
ょ
う
。

ク
マ
を
有
害
捕
獲
す
る
場
合

　
行
動
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
ク
マ

な
ど
は
、
捕
獲
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
危
険
度
の
判
断
や
捕
獲
の
手
続

の
た
め
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情

報
は
大
変
重
要
で
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
頭
数
や
大
き
さ
な
ど
の

特
徴
、
逃
げ
た
方
向
な
ど
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ

　
近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
や
農

作
物
被
害
の
報
告
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生
活

し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井
に
シ

ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な
ど
、

人
に
感
染
す
る
病
原
体
を
持
っ
て

い
ま
す
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜
を

襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
日
本
に
い
た
野
生
動
物

と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い
ま
す
。

・
何
で
も
食
べ
、
農
作
物
（
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
カ
キ
・
ス
イ

カ
な
ど
）
を
食
べ
荒
ら
し
ま
す
。

・
カ
エ
ル
・
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま
え

る
た
め
田
ん
ぼ
に
入
り
、
稲
を
踏

み
倒
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス
ク

の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

※　
捕
獲
に
は
「
捕
獲
許
可
」
が
必

要
で
す
。
無
許
可
で
の
捕
獲
は
違

法
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
ラ
イ
グ

マ
を
目
撃
し
た
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中

越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
、

谷
や
沢
、
傾
斜
地
を
大
規
模
に
埋
め

立
て
た
造
成
地
（
大
規
模
盛
土
造
成

地
）
が
崩
落
し
、
多
く
の
宅
地
に
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。

　
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
発
生
を
懸
念
し
、
県
が
浜
田
市

大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ

を
公
表
し
ま
す

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に

伴
う
騒
音
問
題

平
成
30
年
度
の
状
況
と
取
組

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に
伴
う
騒

音
問
題
つ
い
て
は
、
近
年
、
70
デ
シ

ベ
ル
以
上
の
騒
音
の
観
測
回
数
な
ど

は
減
少
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
依

然
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
騒
音
被
害
や

事
故
な
ど
へ
の
不
安
な
ど
、
日
常
生

活
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
独
自
及
び
県
か
ら
の

貸
与
を
受
け
た
騒
音
測
定
装
置
に
よ

る
観
測
を
継
続
し
、
中
国
四
国
防
衛

局
が
設
置
し
た
航
空
機
騒
音
自
動
測

定
装
置
と
と
も
に
監
視
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
米
軍
機
騒
音
等
対
策

協
議
会
の
構
成
市
町
の
首
長
や
島
根

県
知
事
と
共
に
、
防
衛
省
と
外
務
省

に
対
す
る
要
望
活
動
を
、
今
年
度
も

平
成
30
年
11
月
に
行
い
ま
し
た
。
騒

音
測
定
の
結
果
な
ど
の
具
体
的
な
事

例
を
示
し
な
が
ら
、
飛
行
訓
練
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
米
軍
当
局
に
対
す
る

さ
ら
な
る
強
い
対
応
を
求
め
た
ほ
か
、

国
に
よ
る
実
態
把
握
や
米
軍
へ
の
実

態
の
伝
達
、
訓
練
予
定
日
時
や
訓
練

内
容
に
つ
い
て
の
事
前
の
情
報
提
供
、

住
民
負
担
の
軽
減
措
置
を
講
ず
る
こ

と
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
目
撃
等
件
数

　
浜
田
自
治
区　
38
件

　
金
城
自
治
区　
11
件

　
旭
自
治
区　
　
60
件

　
弥
栄
自
治
区　
３
件

　
三
隅
自
治
区　
０
件

　
合
計　
　
　
　

１
１
２
件

（
平
成
29
年
１
０
１
件
）

騒
音
測
定
装
置
に
よ
る
観
測
実
績

金
城
支
所　
６
日
（
８
回
）

　
最
大 

85
・
４
デ
シ
ベ
ル

旭
支
所　
　
21
日
（
41
回
）

　
最
大 

95
・
６
デ
シ
ベ
ル

弥
栄
支
所　
３
日
（
３
回
）

　
最
大 

81
・
９
デ
シ
ベ
ル

中
国
四
国
防
衛
局
（
旭
町
）

　
88
日
（
２
７
３
回
）

　
最
大 

１
０
２
・
９
デ
シ
ベ
ル

　
今
後
も
粘
り
強
く
、
住
民
の
平
穏

な
生
活
を
乱
す
米
軍
機
低
空
飛
行
訓

練
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
要
請
活
動
な

ど
の
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
騒
音
被
害
な
ど

に
あ
わ
れ
た
状
況
な
ど
の
情
報
提
供

生
活
・
環
境

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
を

助
成
し
ま
す

　
野
良
猫
に
よ
る
苦
情
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
な
か
に
は
ご
近
所
ト
ラ
ブ

ル
へ
と
発
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
原
因
と
な
る
野
良
猫
の
数

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

今
年
度
も
避
妊
去
勢
手
術
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
手
術
の
普
及
を

通
じ
て
殺
処
分
さ
れ
る
子
猫
の
数
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

避
妊
去
勢
手
術
の
利
点

　
望
ま
な
い
繁
殖
を
防
ぎ
、
病
気
リ

ス
ク
の
減
少
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

発
情
期
特
有
の
困
っ
た
行
動
の
抑
制

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交
付
条
件

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
す

る
こ
と

③
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ
と

④
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
場
合
、
手

術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い
る

こ
と（
手
術
済
み
の
証
と
す
る
た
め
）

交
付
金
額

　

猫
の
手
術
１
回
に
つ
き
一
律　

５
０
０
０
円

受
付
件
数

　
２
０
０
件
ま
で
（
到
達
し
た
時
点

で
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

申
請
方
法

　
手
術
終
了
後
、
領
収
書
、
振
込
先

通
帳
、
印
鑑
及
び
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
の
上
、
環
境
課
く
ら
し
と
環
境

係
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越

　
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活
環

　
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活
環

境
の
改
善
を
目
的
に
、
浄
化
槽
を
設

置
す
る
個
人
に
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
区
域　
公
共
下
水
道
及
び
集
落

排
水
の
計
画
区
域
で
な
い
区
域

補
助
対
象

⑴　
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
に
設

置
が
完
了
す
る
も
の

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

※　
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

に
着
手
す
る
こ
と

※　
浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資
格

者
が
施
工
す
る
こ
と
。

⑵　
専
用
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
す

る
も
の
。
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

居
住
部
分
に
係
る
延
べ
床
面
積
の

割
合
が
２
分
の
１
を
超
え
る
も
の

※　
建
物
の
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的

で
、
浄
化
槽
を
設
置
（
増
築･

改

築
又
は
移
転
を
含
む
）
す
る
も
の

は
対
象
外
で
す（
建
売
住
宅
な
ど
）。

申
請
方
法

　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
な
書
類
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
市
役

所
西
分
庁
舎
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

申
請
・
問
合
せ　

　
下
水
道
課
管
理
係
・
施
設
係

　
☎
㉕
９
６
４
０
・
☎
㉕
９
６
４
１

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発
行

を
一
時
休
止
し
ま
す

　
５
月
１
日
の
元
号
改
正
に
伴
い
、

証
明
書
に
新
元
号
が
出
力
さ
れ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
を
行
い

ま
す
。
試
験
中
は
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置

し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
の

証
明
書
発
行
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時　

　

４
月
16
日
㈫　
終
日

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
㉕
９
４
０
０

し
く
だ
さ
い
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
場
合
は
、
手
術
前
後
の
写
真
（
耳

カ
ッ
ト
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
）

も
必
要
で
す
。

※　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０

内
の
大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
た
場
所
が
地
震
時

に
必
ず
し
も
危
険
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
ま
た
、
何
か
特
別
な
手
続
が

必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
お
お
む
ね

の
位
置
を
確
認
い
た
だ
き
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

公
表
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
建
設
企
画
課
（
北
分
庁
舎
３
階
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

問
合
せ　
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

　
　
☎
㉕
９
６
０
１

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

・
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
㉕
９
１
２
２

・
各
支
所
防
災
自
治
課

４
月
１
日
か
ら
市
役
所
業
務
を

変
更
し
ま
し
た

　
行
政
組
織
再
編
に
伴
い
、
４
月
か

ら
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
全
体
の
機
構
図
は
、
４
月
１
日
以

降
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

場
所
の
変
更

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

                    　農業関係の補助制度を活用してください　 　
農業振興基金事業…市では「農業振興基金」を活用し、補助事業を行っています。

事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

農業経営体
育成支援事業

市内に農用地を有し、次のいずれ
かに該当する人
⑴　次のいずれかの経営耕地面積
があること

①水稲20ａ以上
②野菜及び果樹５ａ以上
⑵　農産物の出荷実績がある

○農業用機械等整備事業（農
業用機械・農業用施設・
かん水施設・排水施設・
防風施設などの整備費の
助成）
○販路拡大事業（専門家謝
金・デザイン委託費・デ
ザイン購入費などの助成）

経費の1/2
上限
５万円/１事業

・農林振興課
　農業振興係
　☎㉕９５１０
・農林業支援セ
ンター
☎㉒３５００

・各支所
　産業建設課

土地利用型作
物転作推進事
業

当該年度に国の経営所得安定対策
の水田活用の直接支払交付金の助
成を受けて、大豆を耕作する人

５千円/10ａ
浜田市農業再生
協議会
☎㉒３５００

担い手規模拡
大支援事業

市が実施する農地所有者代理事業
又は農地中間管理機構が実施する
農地中間管理事業を活用し、５ａ
以上の農用地において３年以上の
存続期間を有する利用権設定をし
た農用地の借受者（借受者は経営
規模面積が１ha以上であること）

新規利用権設定
①３年以上５年未満
②５年以上

①１万円/10ａ
②２万円/10ａ ・農林振興課

　農業振興係
☎㉕９５１０

・各支所
　産業建設課

更新利用権設定
①３年以上５年未満
②５年以上

①５千円/10ａ
②１万円/10ａ

農産物流通改
善事業

市内で農産物の直売所などを運営
する団体、自治会など地域住民で
組織する団体又は農業者などで組
織する団体

集出荷に利用する車両の燃
料費・人件費など集出荷の
運営に必要な経費の助成

上限25万円（当
該年度の事業実
施月数に応じ月
割りとする）

農林振興課
農業振興係
☎㉕９５１０補助の条件　※　地域で生産された農産物の集荷及び産直市や飲食店などの販            

売先への出荷を定期的に行うこと

原木椎茸生産
振興事業

市内に在住するいわみ中央原木椎
茸生産組合員で、ＪＡから原木を
購入して椎茸を生産する農業者

市内産のほだ木の購入費 購入費の1/2以内 農林振興課
林業振興係
☎㉕９５１０市外産のほだ木の購入費 購入費の1/3以内

畦畔等除草省
力化促進事業

自治会など地域住民で組織する団
体又は集落営農組織など農業者で
組織する団体

畦畔等除草対策準備事業
（吹き付けを行うために必要とな
る除草剤の散布に要する経費）

事 業 費 の2/3以
内
上限20万円 ・農林振興課

　農業振興係
☎㉕９５１０

・各支所
　産業建設課

畦畔等除草対策事業
（集落単位で行う吹き付け
に要する経費）
①農用地畦畔などへの緑化施工
②道路など法面の緑化施工

①150円/㎡
②220円/㎡
上限150万円

４月側溝消毒予定表
日 曜 場所
２ 火 蛭子町、栄町、片庭町
３ 水 港町１～４
４ 木 京町、高田町、清水町、真光町
８ 月 原町、瀬戸見町、元浜町
９ 火 原井町
10 水 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
11 木 長沢町１
15 月 長沢町２～５・７・８
16 火 生湯町１～４
17 水 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
18 木 浅井町４～６
22 月 浅井町１～３、黒川町１・２
23 火 黒川町３～７
24 水 相生町１～３
25 木 相生町３・４、竹迫町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日
に実施することがあります。

　　 環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

補助率と補助限度額
経費に補助率を掛けた金額が補助金額になります。
対象事業 補助対象経費 補助率 １棟あたりの

補助限度額
耐震診断 耐震診断に要する経費 10分の９ 60,000円
補強計画策定補強計画策定に要する経費 ３分の２ 400,000円

耐震改修
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤
去・復旧などに要する経費
を含む）

100分の23 800,000円

解体助成 住宅の全てを除却するため
に要する経費 100分の23 400,000円

申
込
方
法

　
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
必
要
な
図
面
や
書
類
を
添

え
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
浜
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
㉕
９
６
３
２ 

三
隅
発
電
所
１
号
機
運
転
に

伴
う
環
境
等
監
視
調
査
の
結

果
に
つ
い
て

　
中
国
電
力
㈱
で
は
、
三
隅
発
電
所

の
運
転
に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響

を
把
握
す
る
た
め
、
島
根
県
、
浜
田

市
及
び
中
国
電
力
㈱
の
三
者
間
で
締

結
し
た
「
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定

書
」
に
基
づ
き
、
発
電
所
周
辺
に
お

い
て
継
続
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
三
隅
発
電
所
周
辺
環
境
対
策
連
絡

協
議
会
で
は
、
中
国
電
力
㈱
か
ら
提

出
さ
れ
た
運
転
開
始
後
19
年
目
（
平

成
29
年
度
）
の
調
査
結
果
を
検
討
し
、

大
気
関
係
の
周
辺
影
響
に
つ
い
て
の

評
価
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

調
査
内
容

　
三
隅
発
電
所
周
辺
（
30
　

km
範
囲
）

の
三
隅
町
、
上
府
町
、
益
田
市
幸
町

の
地
域
に
お
い
て
、
大
気
質
（
二
酸

化
硫
黄
、
二
酸
化
窒
素
、
浮
遊
粒
子

状
物
質
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
）、
降
下

ば
い
じ
ん
、重
金
属
、気
象
（
風
向・

風
速
な
ど
）
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

調
査
結
果

　
調
査
結
果
の
比
較
検
討
に
加
え
、

島
根
県
が
行
っ
た
調
査
な
ど
の
結
果
、

大
気
関
係
の
い
ず
れ
の
項
目
に
お
い

て
も
、
運
転
開
始
前
の
状
況
と
比
べ

明
ら
か
な
変
化
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
協
議
会

で
は
、
総
合
的
に
み
て
周
辺
地
域
へ

の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し

ま
し
た
。 

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０

住

宅

　

市
で
は
、「
浜
田
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震

な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、「
耐
震
診
断
」
や
「
耐
震

改
修
」
な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

耐
震
診
断
事
業 

　
現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ
て
、

建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建
築
士

に
判
定
し
て
も
ら
う
。

補
強
計
画
策
定
事
業 

  

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強
方
法

を
設
計
し
て
も
ら
う
。

耐
震
改
修
事
業  

　
策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ
き
、

耐
震
改
修
（
補
強
）
工
事
を
行
う
。

解
体
助
成
事
業  

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物
全
部

を
解
体
す
る
。

対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
も
の 

（
耐
震
診
断

事
業
の
場
合
は
除
く
） 

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援

し
ま
す 

新
築
住
宅
な
ど
へ
助
成
し
ま
す

　
新
築
な
ど
を
し
た
住
宅
に
対
す
る

各
種
助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

石
州
瓦
利
用
の
新
築
住
宅
へ
の
助
成

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
で
屋
根
材
と
し
て
石
州
瓦
を
利

用
し
、
４
月
１
日
以
後
に
屋
根
の

工
事
に
着
工
し
、
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
住
宅
で
あ

る
こ
と

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

助
成
額

・
石
州
瓦　
屋
根
面
積
１
㎡
あ
た
り

　
５
０
０
円　
（
上
限
５
万
円
）

申
請
期
限　

・
新
築
の
場
合
は
棟
上
日
ま
で

・
屋
根
替
え
の
場
合
は
工
事
着
工
日

ま
で

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
商
工
労
働
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
先　

・
市
役
所
本
庁
舎
４
階
商
工
労
働
課

・
各
支
所
産
業
建
設
課

問
合
せ　
商
工
労
働
課
雇
用
立
地
係

　
☎
㉕
９
５
０
０

産

業

地
域
活
性
化

平
成
31
・
32
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

　
平
成
31
・
32
年
度
建
設
工
事
等
入

札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行
い
ま

す
。
平
成
31
・
32
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格

者
名
簿
に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を

し
て
い
な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加

す
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法

　
島
根
県
と
県
内
市
町
が
共
同
利
用

す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申

請
後
、
必
要
書
類
を
郵
送
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
４
月
１
日
㈪
か
ら
15
日

㈪
ま
で
（
土
、日
、祝
日
は
除
く
）

受
付
・
問
合
せ　

　
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

　
☎
㉕
９
１
４
１

地
域
材
を
活
用
し
た
住
宅
へ

の
助
成

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
で
、
市
内
も
し
く
は
県
内
で
生

産
さ
れ
た
木
材
に
よ
り
、
市
内
の

製
材
業
者
な
ど
で
製
材
及
び
加
工

さ
れ
た
木
材
（
地
域
材
）
を
使
用

し
新
築
を
す
る
人
及
び
住
宅
施
工

者
で
、
４
月
１
日
以
後
に
新
築
工

事
に
着
工
し
、
平
成
32
年
３
月
31

日
ま
で
に
完
了
す
る
住
宅
で
あ
る

こ
と

②
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

助
成
額

　
住
宅
の
構
造
材
・
内
外
装
材
・
下

地
材
な
ど
、
使
用
す
る
地
域
材
１
㎥

あ
た
り
１
万
円
（
住
宅
所
有
者
５
千

円
、住
宅
施
工
者
５
千
円
）（
た
だ
し
、

住
宅
の
新
築
・
購
入
に
つ
い
て
は
１

戸
あ
た
り
上
限
12
万
円
）

申
請
期
限　

・
棟
上
の
日
ま
で

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
農
林
振
興
課
課
及

び
各
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
先　

・
市
役
所
本
庁
舎
４
階
農
林
振
興
課

・
各
支
所
産
業
建
設
課

問
合
せ　
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
１
０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

そのほかの補助事業
事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

農産物振興プ
ロジェクト事
業（組合せ作
物実証圃設置
事業）

組合せ作物（キャベツ・あすっこ・
アスパラガス・大豆・なす・いん
げん）を初めて栽培する人

種苗代・肥料代・農薬代・
生産資材に係る経費

上限
５万円/１ａ

農林業支援セン
ター
☎㉒３５００

農作物等獣被
害防止対策事
業

農業者又は農業者で組織する団体 獣被害防止のための防護
柵・捕獲器の設置費の助成

経費の1/2
上限
防護柵５万円
捕獲器８万円

・農林振興課
　林業振興係
☎㉕９５１０

・各支所
　産業建設課

認定農業者等
育成支援事業

市内の認定農業者及び集落営農組
織（法人含む）で、５年以内に現
状から２割以上の生産量増加又は
規模拡大を図ることが見込まれる
もの
※　事業採択については、農業経
営改善計画書などを作成の上、
関係機関で構成する審査会を経
て決定します。

農業用機械等整備事業
（農業生産に伴う機械など
の整備支援）

経費の1/3以内
上限
200万円/１農業者 農林業支援セン

ター
☎㉒３５００販売力等強化事業

（農業に資する新商品の開
発及び販売に要する支援）

経費の1/2以内
上限
10万円/１農業者

申請期限　４月１日㈪～４月26日㈮

新規就農者等
育成支援事業

次のいずれかに該当すること
⑴　青年等の就農促進のための資
金の貸付け等に関する特別措置
法の認定者のうち、農業経営を
開始して５年以内であるもの

⑵　認定就農者のうち、農業経営
を開始して５年以内であるもの

⑶　新規就農者等育成確保推進事
業費補助金交付要綱の規定によ
り、市長の認定を受けた者のう
ち、農業経営を開始して３年以
内であるもの

⑷　⑴から⑶の規定によらず農業
経営を開始したものの内、５年
後の農業所得が180万円以上と
なることが見込まれるもの

⑸　３人以上農業者で組織する団
体そのほか市長が適当と認める
もの

※　事業採択については、農業経
営改善計画書などを作成の上、
関係機関で構成する審査会を経
て決定します。

農業用機械等整備事業
（農業生産に伴う機械など
の整備支援）

・対象⑴～⑶に
該当するもの

経費の1/2以内
（上限200万円

/１農業者）

・対象⑷⑸に該
当するもの

経費の1/3以内
（上限200万円

/１農業者）

農林業支援セン
ター
☎㉒３５００

販売力等強化事業
（農業に資する新商品の開
発及び販売に要する支援）

経費の1/2以内
（上限 20万円

/１農業者）

申請期限　４月１日㈪～４月26日㈮

ふるさと農業
研修生育成事
業

就農に対し意欲があり、次の全て
に該当する人
①研修開始時に65歳未満である
②研修開始時に浜田市内に住所を
有している（ＵＩターン可）

③普通自動車運転免許（ＡＴ限定
は不可）を有している

④研修終了後、浜田市内で就農す
る意欲がある

研修期間（６か月～12か月）
の研修手当及び住宅手当

研修手当
　月額15万円
住宅手当
　家賃の1/2
　上限２万円

農林業支援セン
ター
☎㉒３５００

３月まで ４月以降

全部支給
（月額） 42,500円 42,910円

一部支給
（月額）

42,490
～10,030円

42,900
～10,120円

第２子
加算額

10,040
～5,020円

10,140
～5,070円

第３子以降
加算額

6,020
～3,010円

6,080
～3,040円

※　
本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

税
務
・
納
税

　
平
成
31
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月
22
日

㈪
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価
額

な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４
月
１

日
㈪
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確
認
で
き

ま
す
。

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

　
な
ど

期
間　
４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
31
年
度
固
定
資
産
税
の

評
価
額
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

期
間　
４
月
23
日
㈫
〜
５
月
17
日
㈮

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
※　
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
課

税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）・
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
㉕
９
２
３
３

平
成
30
年
度
に
国
の
交
付
金

事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行

い
ま
し
た

　
平
成
30
年
度
に
国
の
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、

次
の
と
お
り
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

原
井
公
園
整
備
工
事

　
公
園
未
設
置
地
区
で
あ
る
原
井
地

区
に
公
園
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

・
総
事
業
費　

１
０
９
５
８
千
円

（
交
付
金
額　

９
９
８
１
千
円
）

問
合
せ　
政
策
企
画
課
企
画
係

　
☎
㉕
９
２
０
０

市
民
ロ
ビ
ー
特
産
品
展
示
の

ご
案
内

　
浜
田
の
工
芸
特
産
品
で
あ
る
石
見

焼
や
石
州
瓦
製
品
を
は
じ
め
、
石
見

の
土
に
こ
だ
わ
る
焼
き
物
を
特
集
し

展
示
し
て
い
ま
す
。

子

育

て

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全

育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
平
成
30
年
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
平
成
31
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　
そ
の
ほ
か
生
活
保
護
世
帯
な
ど

へ
は
、
入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、

就
職
準
備
金
20
万
円
以
内
、
生
活

費
加
算
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所（
園
）な
ど

に
５
年
間（
過
疎
地
域
は
３
年
間
）

勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免
除

募
集
期
間　

　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
17
日
㈮

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

　
☎
０
８
５
２
32
５
９
９
６

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

　
ま
た
、特
集
コ
ー
ナ
ー
と
し
て「
〜

陶
器
の
器
〜
マ
グ
カ
ッ
プ
と
カ
ッ
プ

＆
ソ
ー
サ
ー
」
の
展
示
も
行
っ
て
い

ま
す
。
各
工
房
自
慢
の
逸
品
に
触
れ

る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

期
間　
６
月
末
ま
で

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
合
せ　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
☎
㉕
９
５
０
２

身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委
任
状

も
必
要
で
す
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
㉕
９
２
３
３

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼

稚
園
係　
☎
㉕
９
３
３
０

原井公園

クックパッド 浜田市公式キッチン
「浜田市びぃびくん食堂」

問合せ　健康医療対策課健康づくり係 ☎㉕９３１１問合せ　浜田開府400年祭実行委員会　☎㉕９２２８
http://hamada400.jp
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

早寝・早起き・朝ごはん　メディアの時間は短めに

　

４
月
か
ら
手
当
額
が
、
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
介
護

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
手

当
支
給
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

３月まで
（月額）

４月以降
（月額）

特別障害者手当 26,940円 27,200円
福祉手当
（経過措置分） 14,650円 14,790円

障害児福祉手当 14,650円 14,790円

特別児童
扶養手当

重度
（１級） 51,700円 52,200円

中度
（２級） 34,430円 34,770円

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
㉕
９
３
２
２

朝６～７時までに起きて
夜９時頃までには寝ましょう

浜田市には、夜10時より遅く寝る子どもが約２割い
ます。早寝をすると、成長ホルモンが活発に分泌され
ます。同時に自律神経を整え体温や食欲など基本的な
からだの働きを整えます。
●なかなか起きられない？工夫してみましょう
　忙しい毎日だとなかなか難しいこともあるでしょう。
朝起きたら、カーテンを開けるなど部屋を明るくし、
夜は電気を暗くしてみましょう。

朝食はからだの目覚まし時計　元気のもと
朝食を食べると、体温が上がり体が目覚め、脳にエ

ネルギーが行き届き、頭がスッキリ元気になります。
特に幼児は体が小さく、エネルギー源を体にためるこ
とができないので、１食抜いたり、食べる量が少ない
と、早くエネルギーが消耗し、頭がボーッとして集中
力や落ちつきがなくなります。
●目がパッチリ覚めると食べられます
忙しい朝ですが、前日の準備や、簡単な食品の組合

せで、バランスのとれた朝食が食べられると良いです
ね。食べる30分前に起こし、顔を洗って目を覚まさせ
てから食事を始めましょう。

メディア時間は短く　たくさん遊ぼう
　乳幼児期の子どもは、身近な人とのかかわりあい、
遊びなどの実体験を重ねることによって、コミュニ
ケーション方法を学び心と体を成長させます。ところ
が、乳幼児期からメディアが多い生活では、人と関わ
る体験が不足しがちです。特に、まだ十分脳が成長し
ていない２歳以下の子どもは、テレビ・ＤＶＤの視聴
を控えましょう。
●保護者もメディアを控えて親子のコミュニケーショ
ンを増やしましょう
言葉やイメージを使ってコミュ二ケーションをした

り、考えたり、理解したりする能力を育てていきましょ
う。テレビなどのメディアの視聴時間は２時間以内を
目標にしましょう。

子育て支援課子育て支援係

病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び
く

ん
の
お
へ
や
」
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
の
回
復
期
に
あ
っ
て

集
団
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
を
、
仕
事
な
ど
の
都
合
に
よ
り

育
児
が
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
り
、

看
護
師
な
ど
が
子
ど
も
の
状
況
や
発

達
に
合
わ
せ
た
看
護
・
保
育
を
行
う

「
病
後
児
保
育
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
場
所　
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ

び
く
ん
の
お
へ
や
」
市
役
所
本
庁

舎
地
下
１
階

対
象
児
童　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

生
後
８
週
間
か
ら
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も

※　
市
外
在
住
で
も
、
子
ど
も
が
市

内
の
保
育
所
（
園
）・
小
学
校
に

通
所
・
通
学
し
て
い
る
場
合
は
使

用
で
き
ま
す
。

定
員　
３
人

使
用
で
き
る
日
時　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
６
時

休
室
日

　
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

使
用
料　
日
額　

２
０
０
０
円

※　
生
活
保
護
世
帯
又
は
当
年
度
分

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
、
当

年
度
市
民
税
課
税
で
所
得
割
課
税

額
が
４
８
６
０
０
円
未
満
の
世
帯

は
１
０
０
０
円
と
な
る
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※　

４
月
か
ら
８
月
以
前
は
前
年
度

分
市
民
税
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　

　
お
弁
当
、
お
や
つ
、
着
替
え
な
ど

※　

詳
し
く
は
、
病
後
児
保
育
室

「
び
ぃ
び
く
ん
の
お
へ
や
」
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
ま
で
の
手
続　

　
使
用
す
る
に
は
、
年
度
ご
と
に
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
子
育
て

支
援
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
登
録
申
込
書
は
、
市
内
各
保
育

所
（
園
）・
市
内
各
小
児
科
医
院
・

子
育
て
支
援
課
及
び
各
支
所
市
民

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

登
録
料　
無
料

使
用
方
法

⑴　
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び
く
ん

の
お
へ
や
」
へ
電
話
で
使
用
予
約

を
す
る
。

⑵　
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
診
療
情

報
提
供
書
を
書
い
て
も
ら
う
（
有

料
）。

⑶　
使
用
許
可
申
請
書
と
診
療
情
報

提
供
書
を
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ

び
く
ん
の
お
へ
や
」
に
提
出
し
、

病
後
児
保
育
を
使
用
す
る
。

使
用
予
約
時
間　
前
日
の
午
前
８
時

15
分
〜
午
後
６
時

登
録
に
関
す
る
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
㉕
９
３
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

予
約
・
使
用
に
関
す
る
問
合
せ

　
病
後
児
保
育
室
「
び
ぃ
び
く
ん
の

　
お
へ
や
」
☎
㉕
９
３
３
９

休
日
保
育
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
日
曜
日
及
び
祝
日
の
保
育
が
必
要

な
児
童
に
対
し
、
休
日
保
育
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
又
は
、
市
内
の
保

　
育
所
（
園
）
に
入
所
し
て
い
る
就

学
前
の
児
童
で
保
護
者
の
就
労
形

態
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
の

た
め
、
日
曜
日
及
び
祝
日
の
保
育

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
児
童
（
日

曜
日
及
び
祝
日
に
お
い
て
、
通
常

の
保
育
所
入
所
の
要
件
に
該
当
す

る
児
童
）

実
施
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
す
く
す
く
」

実
施
日　
日
曜
日
及
び
祝
日
（
年
末

　
年
始
を
除
く
）

保
育
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
予
約
先　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎
㉒
１
２
５
３

利
用
料　
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
を

　
基
に
利
用
料
を
決
定
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
児
童

　

３
歳
未
満
児　

２
４
０
０
円

　

３
歳
以
上
児　

２
２
０
０
円

市
外
在
住
の
児
童

　

３
歳
未
満
児　

３
２
０
０
円

　

３
歳
以
上
児　

３
０
０
０
円

※　
利
用
料
は
日
額
で
お
や
つ
代
な

　
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
１
２
５
３

・
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
㉕
９
３
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

申
込
方
法　
事
前
に
休
日
保
育
登
録

　
が
必
要
で
す
。
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
子
育
て
支
援
課
又

　
は
、
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り

　
ま
す
。

※　
休
日
保
育
の
有
効
期
間
は
年
度

　
末（
３
月
31
日
）ま
で
で
す
。
利
用

の
年
度
ご
と
に
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
方
法　
利
用
希
望
日
の
５
日
前

ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
施
設
の
受
入
れ
人
数
や
児
童
の

　
年
齢
の
状
況
に
よ
り
、
利
用
で
き

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
昼
食
の
弁
当
、
布
団
な
ど
を
持

健
康
・
福
祉

　

４
月
１
日
よ
り
緊
急
通
報
装
置

（
サ
ス
ケ
）の
利
用
料
を
、
月
額
９
７

２
円
か
ら
５
０
０
円
に
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者　

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス

ケ
）
を
設
置
し
て
い
る
世
帯

利
用
料　
１
か
月　
５
０
０
円

※　
利
用
者
の
不
注
意
で
機
器
が
破

損
し
た
場
合
の
修
理
代
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置（
サ
ス
ケ
）の

利
用
料
を
軽
減
し
ま
す

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係　
☎
㉕
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

紙
お
む
つ
や
尿
採
り
パ
ッ
ト
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

⑵　
⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全
員

が
当
該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と

支
給
方
法　
年
間
４
万
円
を
限
度
に

現
物
を
宅
配
で
支
給

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
但
し
、
介

護
者（
申
請
者
）が
当
該
年
度
（
４
月

１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に

つ
い
て
は
前
年
度
）
市
民
税
非
課
税

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

要
件

⑴　
市
内
に
住
所
を
有
し
世
帯
全
員

が
当
該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と

⑵　
要
介
護
４
又
は
５
と
認
定
さ
れ

た
人
、
も
し
く
は
要
介
護
４
又
は

５
に
相
当
す
る
人

⑶　
在
宅
で
の
療
養
期
間
が
継
続
し

て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
但
し
、
介

護
者（
申
請
者
）が
当
該
年
度
（
４
月

１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に

つ
い
て
は
前
年
度
）
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

要
件

⑴
 
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

⑵　
支
給
対
象
期
間
と
な
る
１
年
間

の
う
ち
１
８
０
日
以
上
の
在
宅
で

の
療
養
期
間
が
あ
る
人

※　
家
族
介
護
慰
労
金
と
併
せ
て
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
額　
１
人
あ
た
り
３
万
円

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係　
☎
㉕
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

コラムコラム子育て
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。

※　
な
お
、
平
成
28
・
29
・
30
年
度

と
も
応
募
し
抽
選
の
結
果
落
選
に

な
っ
た
人
や
、
平
成
28
・
29
・
30

年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

を
優
先
し
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、

４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市保険年金課

「国保脳ドック」係

はがきの記入例

Life in Hamada City （浜田市での生活）

　皆さんお久しぶりです。アメリカの国際交流員の
ジョアンナです。
　私が浜田に来て、あっという間にもう６か月が経ち、
色々なことを経験しました。仕事の中では放課後児童
クラブや保育園で国の紹介と遊びをとおして、子ども
たちと交流しています。毎回子どもたちが喜んでくれ
て英語やほかの言語に触れ、楽しく遊んでいます。学
校訪問のほかにも浜田の公民館で文化紹介や料理教室
もやっています。そこで地元のインディアナ州につい
ての情報、観光地、食べ物などについて話し、アメリ
カの料理も紹介して皆さんと一緒に作って食べながら
交流しています。最近の文化紹介ではイタリア系アメ
リカ人の「スパゲッティ＆ミートボール」とアメリカ
で有名な「スニッカードゥードル　クッキー」などを
作って、皆さんと一緒に美味しくいただきました。私
も小さい頃から母と一緒に作っていた料理だったので、
恋しい味を久しぶりに食べる事ができて良かったです。
　翻訳や通訳、英語講座などの仕事もあります。翻訳
と通訳では浜田市に来るクルーズ船の対応と観光の情
報に関するチラシ、浜田市世界こども美術館の研修に
いらっしゃるブータン王国の美術の先生の対応なども
しました。こういう機会をとおして色々な国から来る

人と交流できてとても良かったです。10月には外国語
指導助手（ＡＬＴ）の友達が旭町のモニターツアーに
参加して、私も通訳として一緒に行きました。モニ
ターツアーでは旭温泉やすっぽんラーメン、石見神楽
と盛りだくさんでした。３人のＡＬＴにとって温泉に
入るのも初めてで、旭の自然の良さを味わい、地元の
人とふれ合う事ができてとても楽しんでいました。英
語講座の時間も楽しく過ごしています。10月から始ま
り、年齢・性別関係なく色々な人々が英語に興味を持
ち、講座に参加しています。勉強とフリートークの練
習、ゲームなどを含めて毎週皆さんと楽しく学習して
います。
　これからもこういう機会をとおして、皆さんと交流
する事が楽しみです！私の講座や教室で、皆さんのご
参加をお待ちしています！

子どもたちと一緒に記念撮影

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
の
平
成

31
年
度
保
険
料
率
は
据
え
置

き
と
な
り
ま
す

　
健
康
保
険
料
率
は
据
え
置
き
と
な

り
ま
す
。
介
護
保
険
料
率
は
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）
よ
り
引
上
げ
と
な

り
ま
す
。

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

高
校
生
の
通
学
定
期
券
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

対
象　
市
内
の
高
等
学
校
へ
定
期
券

（
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
）
を
使
用
し
て
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者

※　
保
護
者
、
生
徒
の
両
方
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

補
助
金
額

往
復
定
期
券
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
１
５
０
０
０
円
を
差
し

引
い
た
額

片
道
定
期
券
の
場
合　

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
８
２
５
０
円
を
差
し
引

い
た
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
通
学
定
期
券
の
コ
ピ
ー

・
印
鑑
（
申
請
者
の
も
の
）

※　
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
に
も

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口

・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

申
請
期
間　
定
期
券
の
購
入
年
度
内

で
あ
れ
ば
随
時
申
請
で
き
ま
す
。

※　
今
年
度
購
入
し
た
定
期
券
で
あ

れ
ば
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
後
の

申
請
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
交
通
学

校
支
援
係　
☎
㉕
９
２
０
１

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

　
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
保
持
増
進
と
病
気
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て「
脳
ド
ッ
ク
」

を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
74

歳
ま
で
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
生

以
降
）
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

⑵　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

受
診
医
療
機
関　

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
５
月
〜
12
月

検
診
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
Ｍ
Ｒ

Ｉ
頭
部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部

の
血
管
撮
影
な
ど

定
員　
２
８
０
人

自
己
負
担
金　
１
万
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
性

別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連
絡
先
電

話
番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。（
同
１
人
が
複
数
の

は
が
き
で
応
募
し
た
場
合
は
、
１

枚
の
み
有
効
と
な
り
ま
す
）

宛
先　
〒
６
９
７‐８
５
０
１　

浜
田

市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
保
険
年

金
課
「
国
保
脳
ド
ッ
ク
」
係

保
険
・
医
療

年

金

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た

り
の
保
険
料
は
、
１
６
４
１
０
円
で

す
。
前
納
制
度
、
免
除
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
納
付
特
例
と
は
、
20
歳
以
上

の
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
平
成
31
年
度
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か
ら
平

成
32
年
３
月
ま
で
で
す
。

※　
学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限

が
１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度
と

同
じ
年
度
の
も
の
）、
又
は
学
生

証
の
写
し

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※　
平
成
30
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
４
月

平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た

に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
「
追
納
制

度
」
を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所　

　
☎
㉒
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
㉕
９
４
１
１

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

助
成
額　
３
０
０
０
０
円

（
先
着
60
人
）

助
成
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
今
年
度
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
な
い
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※　
た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
１
回

限
り
で
す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉘
７
７
０
０
）
に
検
診

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
健
康

医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡
回

人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内
容
や

目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
検
診
項
目
を
理
解
の
上
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
が
６
３
０
０
０
円
程
度

必
要
で
す
。（
消
費
税
改
定
に
伴

い
負
担
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
）

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
㉕
９
３
１
１

※ 

任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月
分

（
４
月
納
付
分
）か
ら
変
わ
り
ま
す
。

健
康
保
険
料
率
（
島
根
支
部
）

10
・
13
％
（
据
え
置
き
）

※　
健
康
保
険
料
率
は
、
都
道
府
県

ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

　

１
・
73
％
（
変
更
前
１
・
57
％
）

※　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、

健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率

が
加
わ
り
ま
す
。

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
に
よ
り
、

皆
さ
ん
の
健
診
受
診
・
保
健
指
導
・

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
な
ど
の

取
組
で
保
険
料
率
は
下
が
り
ま
す
。

問
合
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部　
☎
０
８
５
２
59
５
１
４
０

平
成
31
年
度
坂
根
正
弘
奨
学

金
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
員　
大
学
１
年
生
３
人
程
度

募
集
期
間　

　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
15
日
㈬

支
給
金
額　
月
額
５
万
円
又
は
４
万
円

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係　
☎
㉕
９
２
０
１

申
込
期
限　
４
月
15
日
㈪
必
着

注
意
事
項　

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
及
び
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
ご
相
談
の
う
え
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ジョアンナ　ディクソン    

国際交流員コラム
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浜田
市役所

東分庁舎

Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

トイレ 祭り会場

駐車場

伝 言 板
まちかど

日
時　
４
月
２
日
㈫
〜
５
月
31
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館　
Ｇゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ
中
は
休
ま
ず
開
館
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
32
４
１
７
０

日
時　
４
月
７
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
周
辺
及
び
浜

田
川
沿
い
道
路
（
歩
行
者
天
国
）

問
合
せ　
殿
町
商
店
街　
高
橋
写
真

館　
☎
㉒
０
５
６
３

対
象　
小
学
校
２
年
生
〜
中
学
校
３

年
生

日
時
（
土・日
の
い
ず
れ
か
に
参
加
）

・
毎
週
土
曜 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

・
毎
週
日
曜 

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

申
込
み　
は
が
き
に
氏
名
・
学
年
・

保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
石
央
文
化
ホ
ー
ル
へ

問
合
せ　
桑
垣
綾
子
さ
ん

　
☎
０
９
０-

２
２
９
３-

０
２
７
２

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
２
年
生

以
上

日
時
・
場
所

・
毎
週
木
曜
日　
午
後
７
時
〜
９
時

　
原
井
小
学
校
体
育
館

・
毎
週
土
曜
日　
午
前
９
時
〜
正
午

　
三
階
小
学
校
体
育
館

料
金　
無
料
（
体
験
会
）（
引
き
続

き
教
室
に
加
入
す
る
場
合
は
、
年

会
費
な
ど
が
必
要
）

申
込
み　
浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟　
白
瀬
亘
さ
ん
へ　
☎
㉗
０
６

９
０　
又
は
金
岡
敬
子
さ
ん
へ　

☎
㉒
１
８
７
３

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 締切日

シンチャオ・
ベトナム語講座～入門～

４月８日㈪～６月24日㈪の毎週月曜日
午後７時～８時30分（祝日を除く）

（テキスト代2,200円
が必要な場合あり） 浜田公民館 15人 3,000円 ４月５日㈮

シンチャオ・
ベトナム語講座～初級～

４月９日㈫～６月18日㈫の毎週火曜日
午後１時30分～３時（祝日を除く）

（テキスト代3,300円
が必要な場合あり） 浜田公民館 15人 3,000円 ４月５日㈮

你好、于
う

 清
せい

と
中国語を勉強し
ませんか

昼 ４月11日㈭～６月20日㈭の毎週木曜日午後１時30分～３時（祝日を除く） 浜田公民館 15人 3,000円 ４月９日㈫

夜 ４月11日㈭～６月20日㈭の毎週木曜日
午後７時～８時30分（祝日を除く） 浜田公民館 15人 3,000円 ４月９日㈫

「我们一起说中文吧！」
（中国語を話しましょう！）
～授業は全て中国語で進めます～

４月９日・５月７日・６月４日・７月９日・８月６日
午後７時～８時30分 　　　　　　　（各火曜日） 浜田公民館６人 1,500円 ４月５日㈮

韓国語講座～初級～ ４月16日㈫～６月25日㈫の毎週火曜日午後７時～８時30分（祝日を除く） 浜田公民館 15人 3,000円 ４月12日㈮

韓国語講座～中級～ ４月16日㈫～６月25日㈫の毎週火曜日午後４時～５時30分（祝日を除く） 浜田公民館 15人 3,000円 ４月12日㈮

ジョアンナの
英語講座
～初級～

昼 ４月10日・24日・５月15日・29日・７月10日午後１時30分～３時 　　　　　　　（各水曜日） 石見公民館 15人 1,500円 ４月８日㈪
夜 ４月17日・５月８日・22日・６月５日・７月17日
午後７時～８時30分 　　　　　　　（各水曜日）

ジョアンナの
英語講座
～中級～

昼 ４月17日・５月８日・22日・６月５日・７月17日午後１時30分～３時 　　　　　　　（各水曜日） 石見公民館 15人 1,500円 ４月８日㈪
夜 ４月10日・24日・５月15日・29日・７月10日
午後７時～８時30分 　　　　　　　（各水曜日）

申込み　浜田国際交流協会へ　☎㉔１２４１　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
16
日
㈰

受
付
期
間

書
面
申
請　

４
月
８
日
㈪
〜
22
日
㈪

電
子
申
請　

４
月
５
日
㈮
〜
19
日
㈮

試
験
地　
浜
田
・
出
雲
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
〜

第
６
類
・
丙
種

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係　
☎
㉒
１
１
６
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第

４
類
を
受
験
す
る
人

日
時　
５
月
14
日
㈫

場
所　
い
わ
み
ー
る 

４
０
２
研
修
室

申
込
み　
講
習
会
１
週
間
前
ま
で
に

申
請
書
と
受
講
料
を
島
根
県
危
険

物
保
安
協
会
連
合
会
へ

　
☎
０
８
５
２
㉒
７
２
０
２

（
テ
キ
ス
ト
の
購
入
の
み
も
可
）

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡

婦
の
人

日
時　
奇
数
月
第
４
水
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
１
人
30
分
）

日
時　
４
月
10
日
㈬
・
５
月
８
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
㉗
８
５
１
０

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料
（
要
予
約
）

申
込
み　
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
へ 

☎
０
８
５
２
32
５
９
２
０

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
）

浜田市スポーツ少年団一覧
団名 練習日 練習場所 問合せ 電話番号

国府剣道 土 国府小体育館 市野不盡 ㉘１０７８
長沢剣道 土・日 石見小体育館 渡辺美紀 090-7774-3060
三隅柔道 月・水・金三保公民館 平川隆夫 090-3373-0105
浜田テコンドー 火・金 石見公民館 田淵　裕 090-1337-1696
浜田中央（ソフトボール）土・日・祝原井小校庭 川辺孝之 090-3375-1258
国府野球 土・日・祝 国府ふれあい広場 天野禎丞 080-6248-7455
西部野球 土・日・祝周布小校庭 小田昭司 090-5692-9308
浜田市野球 土・日・祝松原小校庭 三浦　聡 090-7779-1582
美川野球 土・日・祝美川農村広場 永見哲朗 090-7548-4324
三隅少年野球クラブ 土・日・祝 田の浦公園ソフトボール場 小松良成 090-8064-3533
波佐（バドミントン） 金 波佐小体育館 奥本智之 090-3377-0054
国府バレーボール 火・木・土国府小体育館 宮田　徹 080-1907-3637
周布バレーボール 水・土・日周布小体育館 熊谷一二三 090-8992-2686
みすみSmileys（バレーボール）月・水・日三隅小体育館 村木勝也 090-1682-9110

入
団
申
込
み

対
象　
原
則
小
学
生
以
上

申
込
み　
下
表
の
問
合
せ
へ

団
の
新
規
設
立

問
合
せ　
教
育
委
員
会
内　
浜
田
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局　

☎
㉕
９
７
２
１

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
４
月
10
日
㈬

以
降
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　

４
月
24
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
園
開
放　
毎
週
月
〜
金
曜
日

場
所　
美
川
幼
稚
園

料
金　
無
料
（
活
動
内
容
に
よ
り
実

費
負
担
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

申
込
み　
美
川
幼
稚
園
へ

　
☎
㉖
０
１
８
５

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
42
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
㉒
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
㉒
１
４
１
７

浜田市広報 Facebook
市長公室総合調整係が取材するイベント

情報や、広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebookで発信しています。

「いいね！」をお願いします。

問合せ　市長公室総合調整係　☎㉕９１５１

お
出
か
け

石
州
和
紙
会
館

石
見
神
楽
写
真
展

　
カ
グ
ラ
ー
ジ
ョ　
熱
視
線

殿
町
商
店
街

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り

有

料

広

告

教
室・講
座

石
央
文
化
ホ
ー
ル

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
43
期
生

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

体
験
会

資
格・試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験　
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

相
　
　談

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
法
律
相
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会移動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク

募
　
　集

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

美
川
幼
稚
園

「
な
か
よ
し
会
」参
加
者
募
集
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企
画
展
「
・て

ん

と
－せ

ん

、
い
ろ
、
か
た
ち

島
根
の
美
術
室
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

世
界
を
食
べ
る
グ
ラ
ン
ト
ワ
・
マ
ル

シ
ェ
「
み
ん
な
の
給
食
室
」

日
時　
５
月
４
日
㈷

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場
ほ
か

内
容　
グ
ラ
ン
ト
ワ
恒
例
の
Ｇゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ

期
間
中
の
「
マ
ル
シ
ェ
」

料
金　
入
場
無
料（
飲
食
な
ど
有
料
）

家
入
レ
オ　

7th Live Tour 2019

日
時　
６
月
21
日
㈮ 

午
後
６
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
日

窓
口
販
売

　

４
月
20
日
㈯　
午
前
９
時
〜

電
話
受
付

　

４
月
20
日
㈯　
正
午
〜

受
付
電
話
番
号

　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
７
１

※　
チ
ケ
ッ
ト
売
り
切
れ
の
際
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

料
金　
指
定
席　

６
４
８
０
円

（
４
歳
以
上
チ
ケ
ッ
ト
必
要
）

※　

３
歳
以
下
は
入
場
不
可
。

Ｇゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ（
４
月
24
日
〜
５
月
６
日
）は

休
ま
ず
開
館

特
別
展
「
水
辺
の
世
界
×
彫
刻
〜
石

見
の
自
然
と
匠
の
技
」

日
時　
５
月
６
日
（振）
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
水
辺
の
生
き
物
さ
が
し
」

日
時　
４
月
14
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
周
辺

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
㉘
３
６
１
４

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
た
か
ら
さ
が
し　
げ
ー
む
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
４
月
22
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
15
組

料
金　
１
０
０
円

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

飼
育
の
日
体
験
イ
ベ
ン
ト

　
「
４
月
19
日
は
４し

い

く
１
９
の
日
！
」

日
時　
４
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

体
験
イ
ベ
ン
ト
１
（
申
込
み
不
要
）

「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
〜
飼
育
の
日
Ver
〜
」

日
時　
４
月
19
日
㈮

　
午
前
11
時
30
分
、
午
後
３
時

　
20
日
㈯
・
21
日
㈰　
午
後
３
時

場
所　
２
階
お
弁
当
広
場

体
験
イ
ベ
ン
ト
２
（
要
申
込
み
）

「
ペ
ン
ギ
ン
館
お
そ
う
じ
隊
」

対
象　
５
歳
以
上
（
保
護
者
は
観
覧

通
路
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
）

日
時　
４
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

　
午
前
８
時
45
分
〜
９
時
30
分

場
所　
ペ
ン
ギ
ン
館

定
員　
各
日
５
人

体
験
イ
ベ
ン
ト
３
（
要
申
込
み
）

「
サ
メ
水
槽
た
ん
け
ん
隊
」

日
時　
４
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
３
時

場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
各
日
15
人

申
込
み
（
体
験
イ
ベ
ン
ト
２
・
３
）

　

４
月
１
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
７
日

㈰
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

４
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　
７
日
㈰　
周
布
青
少
年
保
存
会

　
14
日
㈰　
岡
崎
神
楽
社
中

　
21
日
㈰　
長
浜
神
楽
社
中

　
28
日
㈰　
倭
川
戸
神
楽
社
中

　
29
日
㈷　
岡
見
神
遊
座

　
30
日
㉁　
下
来
原
西
組
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
㉘
３
３
８
８

日
時　
５
月
12
日
㈰

　
午
前
７
時
30
分
〜

場
所　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料
金　
メ
ン
バ
ー　

１
０
５
０
０
円

　
　
　
ビ
ジ
タ
ー　

１
３
８
０
０
円

（
参
加
費
・
食
事
代
を
含
む
）

※　
収
益
金
は
、子
育
て
支
援・青
少
年

健
全
育
成
事
業
な
ど
に
寄
附
し
ま
す
。

申
込
み　
４
月
26
日
㈮
ま
で
に
金
城

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ

　
☎
42
１
１
１
１

日
時　
５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　
三
隅
公
園

内
容　
特
産
品
販
売・屋
台
村・紙
芝

居
（
雨
天
中
止
）・石
見
神
楽
上
演

問
合
せ　
三
隅
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協

会
）
☎
㉔
１
０
８
５

日
時　
４
月
28
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
陸
上
自
衛
隊
第
13
音
楽
隊
及

び
地
元
高
校
生

料
金　
無
料
（
要
整
理
券
）

※　
整
理
券
は
市
役
所
又
は
当
日
会

場
で
配
布
。

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
浜
田
出
張
所　
☎
㉒
１
３
３
４

日
時　
４
月
27
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

問
合
せ　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民

１
０
０
０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
４
月
25
日
㈭

　
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
合
せ　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会　

栗
栖
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
０
６
４-

７
９
４
０

日
時　
４
月
21
日
㈰
・
５
月
19
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
程
度

料
金　
無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
ま
す
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
㉘
２
２
３
１

日
時　
４
月
21
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
45
分
〜
正
午

場
所　
浜
田
市
役
所
前
集
合

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
４
月
14
日
㈰

①
午
前
10
時　
②
午
後
１
時
30
分

（
上
映
時
間
89
分
）

・
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
特
別
企
画　
か
わ
い
い
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
弦
楽
合
奏
（
Ｍ
響
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
１
時
20
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　

１
２
０
０
円

　
小
学
生
〜
大
学
生　
　

６
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

　
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン　
大
人
２
冊
、

学
生
１
冊
と
交
換

（
当
日
２
０
０
円
増
）

問
合
せ　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　
☎
㉒
２
１
０
０

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
４
月
14
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館　
調
理
室・和
室

定
員　
18
人

料
金　
９
５
０
円
（
傷
害
保
険
代
含

む
）（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
４
月
11
日
㈭
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
㉔
１
２
４
１

日
時　
４
月
14
日
㈰　
午
前
９
時
〜

（
小
雨
決
行
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
容　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

料
金　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）（
当
日
徴
収
）

申
込
み　
４
月
６
日
㈯
ま
で
に
申
込

書
を
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
㉘
２
２
３
１

日
時　
４
月
５
日
㈮
〜
６
月
20
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

　
☎
㉓
６
４
５
３

日
時　
４
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　
美
又
公
民
館・波
佐
公
民
館・

小
国
公
民
館
・
和
田
公
民
館
・
都

川
公
民
館
・
市
木
公
民
館
・
木
田

暮
ら
し
の
学
校

内
容　
各
公
民
館
で
雛
人
形
を
展
示

※　
展
示
期
間
な
ど
は
各
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
６
日
〜
２
０
２
０
年
３

月
28
日
の
毎
週
土
曜
日

　
午
後
８
時
〜
９
時

特
別
公
演　
４
月
20
日
㈯
・
６
月
29

日
㈯
・
８
月
24
日
㈯
・
12
月
21
日

㈯
・
２
０
２
０
年
２
月
29
日
㈯

　
午
後
８
時
〜
11
時
30
分

※　

４
月
27
日
㈯
・
６
月
８
日
㈯
・

７
月
27
日
㈯
・
８
月
３
日
㈯
・
９

月
７
日
㈯
・
10
月
12
日
㈯
・
12
月

28
日
㈯
・
２
０
２
０
年
１
月
４
日

㈯
は
休
演
。

場
所　
三
宮
神
社

定
員　
１
２
０
人

料
金　
通
常　
　
　
　
　
７
０
０
円

　
　
　
特
別
公
演
日　

１
０
０
０
円

　
　
　
中
学
生
以
下　
　
　
　
無
料

※　
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
㉔
１
０
８
５

問
合
せ

　
美
又
公
民
館　
☎
42
１
７
０
４

　
波
佐
公
民
館　
☎
44
０
１
４
６

　
小
国
公
民
館　
☎
44
０
２
５
４

　
木
田
公
民
館　
☎
45
１
１
０
５

　
和
田
公
民
館　
☎
45
１
９
１
８

　
都
川
公
民
館　
☎
47
０
０
０
１

　
市
木
公
民
館　
☎
47
０
０
７
７

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

浜
田
開
府
四
百
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

三
隅
つ
つ
じ
祭
り

〜
彩
と
心
が
招
く

ふ
る
さ
と
三
隅
の
つ
つ
じ
祭
り
〜

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
in
は
ま
だ

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
協
賛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

一
夜
一
冊
は
ま
だ
読
書
夜
会

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
１
９
３
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

江
戸
時
代
の
浜
田
三
次
往
還
を
長
沢

か
ら
下
府
ま
で
歩
き
バ
ス
で
戻
る

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

「
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
ロ
ー
ド
」

浜
田
国
際
交
流
協
会

ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

〜
ブ
ン
チ
ャ
ー
（
つ
け
麺
）
を

味
わ
い
ま
せ
ん
か
〜

石
見
海
浜
公
園

テ
ニ
ス
大
会
（
硬
式
）

浜
田
郷
土
資
料
館

市
民
寄
贈
資
料
披
露
展

２
０
１
９
ぐ
る
っ
と

金
城
と
旭
の
雛
め
ぐ
り

浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

大
田
市
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
学
生

を
対
象
と
し
た
表
彰
式
と
抽
選

会
を
行
い
ま
し
た

公
開
講
座
会
員
募
集

38広報はまだ：平成31年４月号39 広報はまだ：平成31年４月号

多
目
的
ホ
ー
ル・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
時
間
を
変
更
し

ま
す

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

貸出ベスト10（平成31年２月期）
順位 タイトル 著者
１ 昨日がなければ明日もない 宮部　みゆき
２ マスカレード・ホテル 東野　圭吾
３ いい女、ふだんブッ散らか
しており 阿川　佐和子

４ 歌舞伎町ゲノム 誉田　哲也
５ すぐ死ぬんだから 内館　牧子
６ 宝島 真藤　順丈
７ 沈黙のパレード 東野　圭吾
８ 七つの会議 池井戸　潤
９ いのちの人形 横関　大
10 エムエス 今野　敏

４月の休館日　
月曜日　１日・８日・15日・22日 
　　　　※　29日㈷は開館します。

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
な
か
よ
し
ぴ
っ
た
り
三
角
形
》

　
三
角
形
の
ピ
ー
ス
を
並
べ
て
自
分
だ
け
の
模

様
の
ア
ー
ト
作
品
を
つ
く
ろ
う
。

◎
４
月
30
日
㉁　
午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
30
人

指
導　
荒
木
義
明
さ
ん
（
出
品
作
家
）

※　
参
加
受
付
は
、
午
前
11
時
ま
で
に
１
階
創

作
室
に
て

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
牛
乳
パ
ッ
ク
の
サ
イ
コ
ロ
パ
ズ
ル
》

◎
４
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
ピ
カ
ソ
で
パ
ズ
ル
》

◎
４
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

◎
４
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
磁
石
で
ぐ
る
ぐ
る
迷
路
》

◎
４
月
27
日
㈯
〜
30
日
㉁

参
加
費　
３
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
。（
参
加
受
付
は
、
３
時
30
分
ま
で
に
１

階
創
作
室
に
て
）

　
現
在
、
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
多
く
の
人

を
魅
了
す
る
「
パ
ズ
ル
」
の
世
界
を
紹
介
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
簡
単
な
絵

あ
わ
せ
パ
ズ
ル
か
ら
、
大
人
向
け
の
難
易
度

の
高
い
パ
ズ
ル
ま
で
、
遊
び
方
は
も
と
よ
り
、

素
材
や
デ
ザ
イ
ン
の
違
う
多
種
多
様
な
パ
ズ

ル
を
実
際
に
手
に
取
り
体
験
で
き
る
内
容
で

す
。

　
ど
う
ぞ
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
あ
わ
せ

総
合
政
策
学
部　
新
４
年　
家
迫
秀
和

  

１
月
27
日
㈰
に
、
島
根
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
て
ら
す
」

に
て
、「
大
田
市
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
島
根
県
か
ら
「
学
生
の
石
見
地
域

研
究
事
業
」
の
助
成
を
受
け
て
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
大
田
市
民

５
０
０
人
を
対
象
）
の
結
果
報
告
や
、

市
の
危
機
管
理
課
、
出
雲
キ
ャ
ン
パ

ス
災
害
研
究
会
（
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
に
よ

る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
自
身
こ
の
よ
う
な
企
画
・
運
営

を
行
う
の
が
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
成
や
会
場
準
備
な

ど
、
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
約
80
人
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、「
防
災
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」「
防
災
に
興
味
を
も
っ

た
」「
防
災
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
識
の
変
化
を

少
な
か
ら
ず
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
防
災
意
識
の
維
持
・
向
上

の
為
に
も
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活

動
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨

励
し
、
学
生
に
よ
る
地
域
交
流
や
地

域
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
２

月
12
日
㈫
、
平
成
30
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
回
数
上
位
者
表
彰
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
抽
選
会
を
開
催

　
本
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

大
学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
公
開
講
座

会
員
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
特
典
と
し
て
、
会
員
証
や
修
了
証

の
発
行
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
の

提
供
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館
、
及
び
本
の

貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
会
費
は
無
料
で
、
更
新
手
続
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
お
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　

　
地
域
連
携
課　
☎
㉔
２
３
９
６

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
う
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

移
動
図
書
館
「
ラ
ブ
ッ
ク
号
」の
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

　
浜
田
市
立
図
書
館
全
館
は
、
図
書
館
の
シ

ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時
休

館
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
休
館
中
は
、各
館
（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）

の
返
却
ポ
ス
ト
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。（
紙

　

４
月
か
ら
移
動
図
書
館
の
運
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
し
ま
す
。
詳
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
移
動
図
書
館
は
浜
田
市
立
図
書
館
の
共
通

利
用
者
カ
ー
ド
で
貸
出
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フォーラムの様子（家迫さん）

ボランティア回数上位者表彰の様子

公開講座の様子（昨年）

Ｅ
エ ヴ ァ

ＶＡ多面体・魚

の
う
え
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
26
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
活
動
回
数
上
位
者
を
表
彰

し
、
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
し
た
抽
選
会
で
は
、

景
品
に
「
浜
田
市
共
通
商
品
券
」
や

「
石
見
の
選
べ
る
う
ま
い
も
ん
セ
ッ

ト
」、「
陶
芸
体
験
」
な
ど
の
地
元
産

品
や
地
域
で
の
体
験
チ
ケ
ッ
ト
を
用

意
し
、
大
変
盛
り
上
が
る
会
と
な
り

ま
し
た
。

【
活
動
回
数
上
位
者
】

　
春
若
美
咲　
（
新
４
年
生
）

　
浦
辺
太
一　
（
新
２
年
生
）

　
梶
瑞
希　
　
（
新
４
年
生
）

　

本
学
で
は
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
情
報
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

　
地
域
連
携
課　
☎
㉔
２
３
９
６

芝
居
、
視
聴
覚
資
料
、
他
館
か
ら
の
借
受
図
書

は
開
館
中
に
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
）

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
う
休
館

　

４
月
８
日
㈪
〜
11
日
㈭
・
５
月
１
日
㈷

※　

８
日
㈪
は
通
常
休
館
日

　

４
月
か
ら
土
曜
日
及
び
祝
日
に
お
け
る
中
央

図
書
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
、
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
時
間
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。
図
書
館
の
開
館
時
間
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
前　
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

変
更
後　
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.268

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.186
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ４月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 ８日㈪･22日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 １日㈪･８日㈪
15日㈪･22日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

「
ア
ー
ト
パ
ズ
ル
展
」
開
催
中
！　
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

　

世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城
旭

弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,568 18,969 20,976 39,945
金 城 1,898 2,057 2,172 4,229
旭 1,335 1,353 1,371 2,724

弥 栄 668 609 670 1,279
三 隅 2,852 2,862 3,124 5,986
合 計 26,321 25,850 28,313 54,163

（単位：人）
人　口（２月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

３
月
２
日
㈯
、
第
４
回
山
陰

浜
田
港
マ
リ
ン
大
橋
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
が
、
し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
１
３

２
チ
ー
ム
１
０
２
７
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

マ
リ
ン
大
橋
を
渡
る
21
㎞
と
42

㎞
の
コ
ー
ス
を
、
仲
間
と
タ
ス

キ
リ
レ
ー
で
つ
な
ぎ
、
全
チ
ー

ム
が
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
正
９
年
に
こ
の
地
に
生
ま
れ
た

画
家
・
石
本
正
。
画
家
を
志
し
て
20

歳
の
時
に
京
都
に
移
り
住
ん
で
以
降
、

戦
後
の
現
代
日
本
画
壇
を
け
ん
引
す

る
画
家
の
一
人
と
し
て
最
前
線
を
走

り
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
彼
が
80

歳
を
目
前
に
し
た
頃
、
絵
を
描
き
続

け
る
た
め
の
感
性
を
幼
少
期
に
育
ん

で
く
れ
た
ふ
る
さ
と
に
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
作
品
の
寄
贈
を
申
し

出
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
で
き

た
の
が
石
正
美
術
館
で
す
。
現
在
で

は
、
石
本
作
品
だ
け
で
約
１
５
０
０

０
点
を
超
え
る
膨
大
な
数
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
収
蔵
品
を
年
４
回
の
展

示
替
え
で
紹
介
し
な
が
ら
、
石
本
正

の
画
業
の
全
容
を
い
つ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
る
の
が
「
石
本
正
作
品
選
」

で
す
。
企
画
展
示
室
の
素
描
展
と
合

◎ワークショップ
　「つまみ細工で作る　春の壁掛け」

◎ヴァイオリンコンサート
　　　　　　　　　　　「2Violins」

　島根県内を中心に活動するヴァイオリニス
ト・中山ゆき子さんと教え子の世羅優樹さん
によるヴァイオリンコンサートです。
　２人のヴァイオリンが奏でるハーモニーを
お楽しみください。
日時　４月28日㈰　午後３時～４時
会場　創作室（入場無料）
演奏　
　中山ゆき子さん（ヴァイオリン・ヴィオラ）
　世羅優樹さん（ヴァイオリン）
　桑野智子さん（ピアノ伴奏）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

「
石
見
の
桜
」
展

日
時　
４
月
21
日
㈰
ま
で

「
稲
倉
寛　
Ｓ
Ｌ
写
真
展
」

日
時　
４
月
27
日
㈯
〜
５
月
６
日
(振) 石本正「舞妓姉妹」1986年

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
１

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　
素
描
展「
花
を
み
つ
め
て
」

期
間　
６
月
23
日
㈰
ま
で

料
金

　
一
般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
） 

　
高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
入

場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
す
。

※　

Ｇゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
Ｗ
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

　花をモチーフにした、ミニサイズの壁
掛けを作成します。針や糸は使いません。
　つまみ細工という技法で、和の雰囲気
のある半立体の作品に仕上がります。
対象　10歳以上
日時　４月７日㈰　
　・午前10時～正午
　・午後１時30分～
　　　　　２時30分
講師
　モードエモード静さん
定員　各クラス５人
　（要予約）
参加費　1,500円

わ
せ
、
画
家
が
心
を
込
め
て
描
い
て

き
た
作
品
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
会
場
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
月
の
表
紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
http://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

４ 平
成
31年

N
o.216

広
報
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